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産業建設委員会記録 
 

○開催日時 

令和元年１０月１日 午前９時５７分～午後１時２７分 

───────────────────────────────────────── 

○開催場所 

第３委員会室 

───────────────────────────────────────── 

○出席委員（８人） 

   委 員 長  石野田   浩 

   副委員長  松 澤   力 

   委  員  上 野 一 誠 

   委  員  大田黒   博 

委  員  宮 里 兼 実 

委  員  持 原 秀 行 

委  員  下 園 政 喜 

委  員  帯 田 裕 達 

─────────────────────────────────────────

○その他の議員  

議  員  永 山 伸 一            

議    員  井 上 勝 博 

議  員  成 川 幸太郎            

議    員  落 口 久 光

───────────────────────────────────────── 

○説明のための出席者

商 工 観 光 部 長  古 川 英 利 

   商 工 政 策 課 長  末 永 知 弘 

専 門 職  山 内 哲 郎 

施 設 課 長  堀 切 良 一 

専 門 職  中 島 弘 喜

交 通 貿 易 課 長  有 馬 眞二郎 

次世代エネルギー対策監   久 保 信 治 

次世代エネルギー対策課長  田 中 道 治 

観光・スポーツ対策監  坂 元 安 夫 

観光・シティセールス課長  橋 口 浩 文 

ス ポ ー ツ 課 長  花 木   隆 

国 体 推 進 課 長  田 中 英 人 

───────────────────────────────────────── 

○事務局職員

   事 務 局 長  田 上 正 洋 

   議 事 調 査 課 長  堀ノ内   孝 

課 長 代 理  久 米 道 秋 

議 事 グ ル ー プ 長  上 川 雄 之 
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○審査事件等 

 

─────────────────────────────────────────

審 査 事 件 等 所 管 課 

議案第１０５号 決算の認定について（平成３０年度薩摩川内市一般会計歳入歳出決算） 商 工 政 策 課 

施 設 課 

交 通 貿 易 課 

次世代エネルギー課 

観光・シティセールス課 

ス ポ ー ツ 課 

国 体 推 進 課 
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△開  議 

○委員長（石野田 浩）ただいまから、昨日

の会に引き続き、産業建設委員会を開会いたしま

す。 

 本日の委員会は、お手元に配付の審査日程によ

り、商工政策課から審査を進めたいと思いますが、

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（石野田 浩）御異議なしと認めま

す。よって、そのように審査を進めます。 

 傍聴の取り扱いについて申し上げます。現在の

ところ、傍聴の申し出はありませんが、会議の途

中で傍聴の申し出がある場合は、委員長において

随時、許可いたします。 

────────────── 

△商工政策課の審査 

○委員長（石野田 浩）それでは、商工政策

課の審査に入ります。ここで、審査を一時中止し

ておりました議案第１０８号を議題とします。 

 まず、決算の概要について、部長の説明を求め

ます。 

○商工観光部長（古川英利）決算附属書の

１０７ページをお願いいたします。 

 まず、平成３０年度決算は、予算額１１億

３,８５１万６,０００円に対し、決算額１０億

９,４４９万９,３７７円、執行率は９６.１％で

あります。 

 商工政策課は大きく五つの業務からなっており、

１、商工政策の総括調整では、部内の７０人分の

人件費並びに地域おこし協力隊の活動の調整を行

い、２、地域経済の活性化では、（１）の産業支

援センターが、企業の各種相談業務のほか、昨今

の人手不足対策に対応するため、市内や近隣市町

の学校訪問等、新卒者の地元就職を高めるための

取り組みを行いました。 

 （２）及び（３）は、商店街活性化に関するこ

とであり、中心市街地の空き店舗対策や中心市街

地のにぎわい創出を図りました。 

 （４）については、中小企業の雇用安定に対す

る支援を行ったものであります。 

 １０８ページの３、中小企業の振興では、商工

業者及び中小企業の支援を行い、主なものでは、

（１）の商工会議所並びに商工会及び企業連携協

議会に対し、各種指導、運営の補助金を交付した

ほか、（３）に記載のとおり、中小企業の経営安

定及び新たな事業展開の支援のため、中小企業対

策利子補助金などを交付しております。 

 ４の企業立地では、（１）では、市内で創業を

目指す方、創業間もない方の支援を行ったもので

あります。 

 １０９ページの（２）は、企業誘致関係であり、

１１９社の企業訪問を行い、情報交換や市との信

頼関係の構築に努めました。また、２件の立地協

定を締結し、協定により２９名の新たな雇用機会

が創出されました。企業立地支援条例に基づく、

企業立地支援補助金では、過年度に立地協定を締

結した企業を対象に、用地取得、施設設備の整備、

新規雇用補助金の交付を行ったところであります。 

 ５、労働者福祉行政では、ひまわり友あい館の

各種講座の開催運営を行っております。 

○委員長（石野田 浩）引き続き、当局の補

足説明を求めます。 

○商工政策課長（末永知弘）まず、歳出につ

いて説明をさせていただきます。 

 決算書の８５ページをごらんください。下段の

ほうです。 

 ２款１項６目企画費でございます。うち本課分

は、支出済み額１８３万６,２９３円でございま

す。 

 備考欄は、９１ページになります。９１ページ

の備考欄６行目でございます。 

 事項、地域おこし対策事業費の本課分は、向田

地域に配置している地域おこし協力隊１名分の活

動拠点の光熱水費等の負担金が主なものでござい

ます。 

 次に、１３５ページをお開きください。 

 ５款１項１目労働諸費のうち本課分は、支出済

み額２４１万３,６５９円であります。 

 備考欄の事項、労働者福祉対策費の本課分は、

ひまわり友あい館の事務嘱託員１人分の報酬及び

社会保険料とひまわり友あい館の卓球台の１台の

購入が主なものでございます。 

 次に、１４７ページをごらんください。 

 ７款１項１目商工総務費は、支出済み額５億

５,６９５万５,０３６円で、備考欄の事項、商工

総務費は、職員給与費として商工観光部職員

７０名分の給与等に係るものでございます。 

 また、事項、商工政策企画総務費は、商工観光
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部全体の臨時職員の賃金等でございます。 

 次に、その下になります、２目商工振興費のう

ち、本課分は、支出済み額５億３ ,３２９万

４,３８９円で、備考欄は次のページになります

が、１４９ページの下段になります。 

 事項、地域経済事業費の本課分は、薩摩川内市

産業支援センター運営業務委託ほか２件、中心市

街地情報掲示板撤去工事、負担金では、かごしま

産業支援センター情報会員会費、補助金では、若

者等ふるさと就労促進奨励金を初め、商店街活性

化支援に関する補助金など全９件の補助金を交付

したものでございます。 

 次に、１５１ページをごらんください。備考欄

の上段になります。 

 事項、中小企業振興費の主な支出は、備品購入

では、スマコミライト２６基の購入、災害時の詰

所・避難所に設置したものでございます。 

 負担金では、鹿児島県中小企業団体中央会負担

金ほか１件、補助金では商工団体等支援補助金を

初め、中小企業対策利子補助などの中小企業支援

対策に対する補助金など、全１１件でございます。 

 次に、備考欄のその下になります。 

 事項、企業立地事業費でございます。主な支出

につきましては、２回分の企業立地審査会開催に

伴う委員の報酬、委託料では、ヘルスケアビジネ

ス振興推進事業業務委託のほか、企業誘致ホーム

ページ保守業務委託など、全６件の業務委託を実

施いたしました。 

 負担金では、鹿児島県企業誘致推進協議会負担

金ほか２件、補助金では、企業立地支援補助金ほ

か５件でございます。これまで立地協定を締結し

ました企業への補助金と、創業支援に関する補助

金ということでございます。 

 以上、説明をいたしました歳出の執行に当たり

まして、５０万円以上の予算流用で対応いたしま

した状況について、説明をさせていただきます。 

 資料は別冊の議会資料になります。３ページで

ございます。 

 当課における５０万円以上の節間流用は、

２８番の１件でございます。内容は、薩摩川内市

産業支援センターの事務所の退居によるもので、

事務所明け渡しに際し、定期建物賃貸借契約に基

づく現状回復の費用について、敷金を超える費用

を要したことから、事項、地域経済事業費の

１９節負担金補助及び交付金から、同事項の

１４節使用料及び賃借料に９２万３,０００円を

予算流用して執行したものであります。 

 次に、歳入について説明をさせていただきます。 

 決算書の４７ページの一番下から次のページの

４９ページの１行目になっております。 

 １６款３項５目商工費委託金、１節商工費委託

金で、本課分は計量法に基づく商品量目調査に関

する権限移譲の事務委託金でございます。 

 次に同じページ、４９ページの中ほどになりま

す。 

 １７款１項１目財産貸し付け収入、１節土地建

物貸し付け収入で、備考欄は次のページの

５１ページの８行目になります。本課分は、入来

工業団地の電柱等の設置分、それと入来工業団地

に立地企業の土地貸し付け収入でございます。 

 次に、５５ページをお開きください。中ほどで

ございます。 

 １８款１項１目総務費寄付金でございます。

１節総務費寄付金の本課分の収入済み額は、企業

版ふるさと納税に係る寄付金７件分であります。 

 次に、財産について説明をいたします。決算書

の３６３ページをごらんください。 

 有価証券につきまして、本課分は、一番下の欄、

こしき海洋深層水株式会社の分で記載のとおりで

す。 

 次に、３６４ページをごらんください。出資に

よる権利につきまして、表の中ほどでございます。

県信用保証協会出捐金で記載のとおりです。 

○委員長（石野田 浩）ただいま当局の説明

がありましたが、これより質疑に入ります。御質

疑願います。 

○委員（帯田裕達）１０８ページだと思います。

商工団体支援で、ア、イ、ウに支援されている額

も示されていますが、それぞれの団体に、この額

を決定した根拠、積算の考え方を教えてください。

その使われ方もわかっていたら範囲内でいいです

ので、お願いいたします。 

○商工政策課長（末永知弘）３件の運営補助

を支出しております。運営補助でございますので、

特段の補助率とかというのの基準というものはな

いわけでございますが、これまでも同等の額で支

出を執行をさせていただいております。ちょっと

変わったところで言いますと、薩摩川内市商工会
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の分で、県のほうから経営指導員、県のほうから

来ていただいているんですが、その方々を３名ほ

ど引き上げ、人員の減少がございまして、その分

につきまして、独自で人員を確保する必要があっ

たことなどから、３年間に限りなんですが、平成

２８年度から平成３０年度までに限り、金額を若

干、加算して執行いたしております。 

 あと、使われ方ということでございますが、使

われ方につきましても、運営の補助でございます。

さまざまな業務の内容に使われております。商工

会議所で申し上げますと、中元期とか、歳末期の

大売り出しの関係の事業とか、あと、当然、経営

指導とか、そういうものにも使われております。

商工会のほうも同等な形でございます。あと、企

業連携協議会のほうは、今の人手不足関係のこと

もございまして、この間あった、わくわくお仕事

博覧会とか、あと企業と学校の先生との面談会と

か、そういう事業が行われているのに充てられて

いるということでございます。 

○委員（帯田裕達）薩摩川内市の総予算の中で

も、商工観光に対する予算は私はいつも少ないな

という思いの中でいっぱいでございます。今後も、

そういう団体等に対しては、よく審査されて、も

うちょっとふやすべきじゃないかと思いますので、

その辺もよく検討してください。 

○委員（上野一誠）地域おこし協力隊の成果と

課題、今、どんなふうに捉えているのか。 

○商工政策課長（末永知弘）商工政策課では

向田地区に１名の隊員を配置をしております。中

心市街地の活性化ということで、ミッションを持

って業務に当たっていただいております。現在の

ところは、中心市街地で行われるイベントの企画

であったり、あるいは補助であったりという形が

主なところの成果でございます。特に、今回、初

めて行いましたお化け屋敷のイベントとか、そう

いうものも実施をしております。 

 あと、加えまして、中心市街地の空き店舗対策

にも協力をいただいております。空き店舗になっ

ているところのオーナーさんとの交渉とか、そう

いうものも行っているところでございます。 

 課題というところで申しますと、今の中心市街

地のほうも、いろいろ力を入れているところでは

ありますが、なかなか空き店舗が減らないとか、

そういう課題は、一応、あるところではございま

すけど、これも引き続き、中心市街地の活性化の

ためには、我々も注力をしていくというような考

えでいるところでございます。 

○委員（上野一誠）全体的な、地域別にあるで

しょう。 

○商工観光部長（古川英利）地域おこし協力

隊は、今、地域政策課のほうで総括をしておりま

す。例えば、我々の商工観光部では商品開発とか、

地域活性化ということでやっていますが、地域政

策課のほうではコミュニティの中に配置するとい

うようなやり方、２種類ありまして、向田のほう

は、今、課長が申したとおりです。同じようなや

り方は入来とか市比野温泉でもやるんですが、今、

委員のほうからは課題ということだったんですけ

ど、やはりいい人材を呼んでくるということと、

地元のほうで受け入れて、それをきっちりと成果

を出すという連携体制というところに、なかなか

人と人とのコミュニケーションもありまして、て

こずっているところがあります。私どもとしては、

第３期のぽっちゃんプロジェクトということで、

新しい隊員を今から募集するという段取りで、今、

やっているんですけれども、いい人材、地元が望

むような人材を、本当に得られるかというところ

は、頑張っていかないといけないというふうに、

課題としては持っているところです。 

○委員（上野一誠）今、部長が言ったように、

私もそういう人と人とのかかわりで、地域おこし

協力隊になられた隊員の方が、やっぱり地域を知

らないといけないし、人を知らないといけないと

思うんです。だから、その効果というか、どう期

待どおりに動いていただくかというのは、大きな、

この事業の一つのポイントであって、せっかく地

域おこし隊の隊員がいても、それに応えていけな

いというふうになると、いささか、この事業が問

われるので、そういう意味では、その人によるん

だろうと思うんだけど、一生懸命する人と、隊員

にいろいろ動きが違ったりして、そういうのが現

実的にあるというふうに思っているので、ぜひ、

ひとつ、地域と観光振興を含める形の一つの制度

なので、十分生かせるようにやっていただけたら

と。 

 それと１点ですけど、やっぱり地域おこし協力

隊は観光物産協会と非常に連携を図っていくべき

ことだと思う。この人たちは、今、中心市街地も
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入れた商工観光部内というふうに言われたんだけ

ど、これは全く、私の今、一人考えで申しわけな

いんですけど、こういう配置においては、やっぱ

り直轄で行政のほうに位置づけたほうがいいのか、

あるいは商工観光、観光物産協会あたりにそうい

う事業をお願いしたほうがいいのか。そこはどう

思いますか。 

○商工観光部長（古川英利）地域おこし協力

隊の身分が、市の嘱託職員といいますか、期限つ

きのパートタイムの職員ということになっていま

すので、基本は私どものほうでいえば、向田の隊

員は商工政策課に置くべきなんですが、実は、観

光物産協会の待合サロンにいつも机はありまして、

服務管理は我々でやっているんですけれども、よ

り現場に近いところでやっています。商品開発を

担当している地域おこし協力隊に関しては、でき

るだけ現場のほうでというような考え方でやって

いるところです。 

○委員（上野一誠）意見要望として、ひとつ、

十分、いろいろ努力はされていらっしゃると思う

んだけど、更なる努力を要望というか、されたい

ということで。 

○委員（持原秀行）今の地域おこし協力隊の来

年度からの会計年度任用職員の関係との絡みとい

うのはどんなになるんですか。 

○商工政策課長（末永知弘）会計年度職員の

関係で、先ほど部長からありましたように、身分

は嘱託員という身分になっていますが、いろいろ、

この会計年度職員になりますと、いろんな制限が

かかってきて、副業ができないとか、いろんな制

約がかかってくるようになるようです。今、総務

課のほうでも国とも協議をされているようで、そ

の辺の地域おこし協力隊の取り扱いは、少しまだ

流動的というふうに話を聞いておりまして、はっ

きりお答えできない状況です。 

○委員（持原秀行）やはりある程度の制約とい

うのが、公務員に準ずる形の中で、制度が発足す

るわけですよね。そうすると、やはり相当、足か

せというか、範囲を絞られてきたら、従来の趣旨

にのっとった行動とか活動ができなくなるような

危惧をしたもんだから、そこらあたりは柔軟な発

想をもって十分動けるような、せっかく来ていた

だいた隊員の方々がしっかりと動けるような、ま

た動きやすい体制をとっていただきたいと思いま

すので、ぜひ、また総務課のほうとも話をしてく

ださい。 

○委員長（石野田 浩）ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（石野田 浩）質疑が尽きたと認め

ます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

○議員（成川幸太郎）独立電源型ＬＥＤ街路

灯普及推進事業で、２６カ所で２ ,４７１万

４００円のお金が使われています。これ、以前か

ら、もっとコストを安くできないかという話がい

ろいろ出ていましたけど、前は８０万円台だった

ような気がするんですけど、これで見ると９５万

円ぐらいかかっているんですが、これは年々上が

ってきていたのか。コストが下がっていくよりか

は上がりつつあるような気がするんですけれども、

どうなっているんですか。 

○商工政策課長（末永知弘）いわゆるスマコ

ミライトの関係ですが、この我々のほうで避難所

に平成２８年度から導入をさせていただいており

ます。推移を申し上げますと、平成２８年度が

９７万円でした。平成２９年度が１０１万円、平

成３０年度が議員おっしゃられた９５万円ぐらい

というふうになっているところでございます。上

がったり、下がったりというふうになっておりま

して、平成２９年度は、やはり原材料費、鋼材の

価格が相当高騰したということがあったことと、

一部、甑島への設置もあったということから、若

干、高めになっているところでございます。先ほ

ど議員が８０万円台って言われたのは、多分、製

品の話なのかなと。工事費まで含めてという形で、

今、平成３０年度は９５万円というふうになって

いるところでございます。 

○議員（成川幸太郎）製品だけだったんでし

ょうけど、設置費用を含めてそうなるということ

はわかります。ただ、これをせっかく民間企業の

人が協力してつくられたのを、もっと普及してい

くためには、製造数をふやして、コストを安くす

べきだということがあったんです。今、ほとんど、

ここで出ているのは市が取り組んだやつだけれど

も、企業連携協議会のほうで一般に販売された台

数とかっていうのは把握できているんですか。も

し、できていれば、そこを教えていただきたいと

思う。 
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○商工政策課長（末永知弘）販売のほうは、

平成２６年度から販売をスタートしておりますが、

トータルで、本年度分もございますが、そこまで

を含めましてなんですが、全部で３９９基が、今、

実際に売れた数でございます。そのうち民間の分

が６６基という形になっております。議員言われ

たとおり、もっともっと販売活動をやっていかな

いといけないということで、製造会社のほうもで

すが、企業連携協議会のほうも今は大手の商社と

も組みながら、全国に販売ができないかというこ

とで、今、チャレンジをしているところでござい

ます。 

○議員（落口久光）同じく地域おこし協力隊の

件。地域政策課のほうでも、私は、あしたかあさ

って聞きますけど、今は地域を主で、地域メーン

になっていると思うんですけど、最後の最後はそ

れでいいとは思うんですが、やり方として、産業

振興を主に持っていって、拠点を地域っていうや

り方のほうがいいんじゃないかなというふうに考

えているんですけど、この地域おこし協力隊を進

めるに当たって、産業振興を中心に考えるのと、

地域を中心に考えるのとで比較して、今回のやり

方に変わったのか、わかりますか。もうちょっと

違った言い方をすると、歩どまりが余りよくない

と思うんです。事業化して、それがどんどん大き

くなってとか、その数がふえてっていうことにな

っていないように私は見受けているので、やっぱ

り地域も大事なんですけど、まず産業をもっと根

づかせるというところに特化したやり方で、主を

地域に持っていこうと思ったときには、商工政策

課かなという気がするので、そっちのほうでやる

べきじゃないかなという気もするんですけど、そ

の辺に至った考え方であったりとか、精査した上

での、どういうような違いがあって、今回のやり

方になったというような理由とかいうのがあった

ら、その考え方を含めて教えていただきたいんで

すけど。 

○商工観光部長（古川英利）産業振興のため

の協力隊のあり方という御質問だと思うんですけ

れども、実は商工政策課に配置しているのは、中

心市街地の活性化という言い方をしているんです

が、その中で、旅、食、品に関する商品の開発を

するという位置づけになっております。ほかの地

域でも、商工観光部に配置している協力隊は、基

本は旅、食、品の商品開発で、目新しさで、新し

い商品の企画で、既存の事業者とか地域と組んで、

企業所得、事業所得を得ましょうという考え方で、

今、配置しています。 

 その考え方は、従前からというか、第２期のぽ

っちゃんプロジェクトから変わっておりません。

たまたま配置するのが、例えば高城温泉とか、中

心市街地とかいう形になっておりますので、基本

的には、地域あるいは事業所の所得を上げるよう

にという大義で、今、配置しているところです。 

 ただ、それが成果が出ているかというと、特に

物産関係の話題になったり、旅行のきっかけのい

ろんなイベントの企画というところでは、目新し

さというところでは単発では出ているんですが、

じゃあそれがちゃんとブランド化できているかと

いうと、なかなか定着していないところがあるの

で、引き続き、挑戦したいという考え方です。 

 あわせてなんですが、製造業に関しまして、そ

ういう協力隊ができないかというのは、実は検討

はしてみたんですが、今、商工会議所、商工会、

産業支援センター、企業連携協議会といういろん

なところがありますので、基本は、今の事業者さ

んの新しいアイデアというところを伸ばすきっか

けづくりから入っていったほうが、実績のない協

力隊が入っても、なかなか厳しいのかなというふ

うなこともありまして、今は商工政策課に関しま

しては、中心市街地だけの配置となっております。 

○委員長（石野田 浩）ほかありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（石野田 浩）質疑が尽きたと認め

ます。 

 以上で、商工政策課の審査を終わります。 

────────────── 

△施設課の審査 

○委員長（石野田 浩）次に、施設課の審査

に入ります。 

 まず、決算の概要について部長の説明を求めま

す。 

○商工観光部長（古川英利）それでは、決算

附属書の１１０ページをお願いいたします。 

 まず、平成３０年度の決算額は、予算額９億

７９３万５ ,０００円に対し、決算額８億

７,９５４万９,７５１円、執行率は９６.９％で

あります。 
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 施設課は年間で約１２２万人が利用する商工観

光部所管施設１５７施設の整備・管理及び運営と

コンベンション施設整備を担当しておりますが、

（１）商工勤労者施設では、指定管理制度を導入

している東郷共同福祉施設を含めた勤労者福祉施

設、里産業振興会館及び観光特産品館きやんせふ

るさと館の８施設の管理を、（２）交通貿易施設

においては、指定管理制度を導入している国際交

流センター川内港待合所、高速船ターミナルを含

め３３施設の管理を、１１１ページの（３）次世

代エネルギー施設では、市が設置したＬＥＤ街路

灯、総合運動公園太陽光発電所、スマコミライト

並びに電気自動車充電設備等、９施設の維持管理

を行いました。 

 （４）観光施設では、指定管理制度を導入して

いる、せんだい宇宙館、とうごう五色親水公園等

９施設を含め、３２の施設の維持管理を行うとと

もに、観光船かのこの修繕を行いました。 

 １１２ページの（５）スポーツ施設では、

７５施設で指定管理による管理運営を行うととも

に、国民体育大会に向けて、入来体育館増築工事

としてウエイトリフティング室の整備と、樋脇屋

外人工芝競技場等の改修工事を行いました。 

 １１３ページの（６）コンベンションの施設整

備では、基本設計、実施設計を行い、昨年１２月

には工事に着手し、愛称募集を行いました。 

 （７）の現年公用・公共施設災害復旧では、上

甑町の田之尻展望所遊歩道等災害復旧を行いまし

た。 

○委員長（石野田 浩）引き続き、当局の補

足説明を求めます。 

○施設課長（堀切良一）初めに、歳出につい

て説明させていただきます。決算書の８５ページ

をお開きください。 

 下のほうになりますが、２款１項６目企画費の

施設課分の決算額は、８,８９６万３,０５２円に

なります。 

 内訳としまして、ページをめくっていただきま

して、８７ページの備考欄の一番下の事項、次世

代エネルギー推進費になりますが、施設課分は、

めくっていただきまして８９ページの中段ほどに

なります。電気自動車用急速充電器、スマートハ

ウスなどの管理業務委託のほか、スマコミライト、

ＬＥＤ街路灯などの使用料が主なものでございま

す。 

 同じページの、備考欄の次の次の事項、コンベ

ンション施設整備事業費の主なものは、愛称選定

委員会出会報償、川内駅東口交流施設整備基金積

立金などでございます。 

 次に、９３ページをお開きください。 

 ８目国際交流費の施設課分の決算額は、１億

１,５０３万５,０４６円で、備考欄の事項、国際

交流施設等管理費になります。主なものは、国際

交流施設指定管理料、国際交流センター照明設備

改修工事などになります。 

 次に、１３５ページをお開きください。 

 ５ 款 １ 項 １ 目 労 働 諸 費 の 施 設 課 分 は 、

１,２５４万８,１１６円で、備考欄の事項、勤労

者福祉施設管理費になります。主なものは、東郷

共同福祉施設指定管理料のほか、直営施設の維持

管理費などになります。 

 次に、１４７ページをお開きください。 

 ７款１項２目商工振興費の施設課分の決算額は、

１億１,８２９万２,３８１円になります。内訳と

しまして、まず、備考欄の事項、川内港振興事業

費になりますが、施設課分の主なものは高速船

ターミナル、川内港待合所の指定管理料などでご

ざいます。 

 備考欄のその次の事項、コミュニティバス等利

用促進事業費は、めくっていただきまして

１４９ページになります。上のほうになりますが、

川内駅前大型バス駐車場キュービクル保安管理業

務などになります。 

 その次の事項、甑島航路利用促進事業費は、里

港と長浜港の旅客待合施設指定管理料、新高速船

共有分取得費などが主なものでございます。 

 その下の事項、鉄道利用促進事業費は、隈之城

駅トイレ清掃等業務委託ほか４件などになります。 

 その下の事項、地域経済事業費の主なものは、

ページをめくっていただきまして１５１ページに

なります。きやんせふるさと館指定管理料などに

なります。 

 ３ 目 観 光 費 の 施 設 課 分 の 決 算 額 は １ 億

１,７１３万５１４円になります。主な内容につ

きましては、１５３ページ、備考欄の一番上の事

項、観光物産施設事業費になります。平成３０年

度まで直営で運航しておりました、観光船かのこ

に係る嘱託員３人の報酬、保険料のほか、せんだ
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い宇宙館などの８施設の指定管理料、鹿児島県旅

客船協会会費、芦浜キャンプ場バンガロー棟を用

途廃止、これは売却したんですが、それによりま

す補助金の返還金などになります。 

 次に、１９５ページをお開きください。 

 １０款６項２目体育施設費の施設課分の決算額

は、４億２,０８９万５,０２４円になります。内

訳としましては、まず、備考欄の、事項、総合運

動公園管理費になります。総合運動公園内の有料

施設と御陵下運動公園、スポーツ交流研修セン

ターの２件の指定管理料、総合運動公園野球場観

客スタンド塗装工事などが主なものになります。 

 備考欄のその下の事項、スポーツ施設管理費の

主なものは、樋脇グラウンドゴルフ場ほか全

１１施設の指定管理料、樋脇グラウンド防球フェ

ンス設置工事ほか１７件の工事請負費などになり

ます。 

 なお、この事項のうち、前年度からの繰越明許

費は、樋脇総合体育館、東郷総合体育館の耐震二

次診断業務委託になります。 

 続きまして、１９７ページの事項、スポーツ施

設設備整備費でございます。樋脇屋外人工芝競技

場クレーコート整備工事ほか５件で、この６件は

全て前年度からの繰越明許費になります。 

 次に、２０１ページをお開きください。 

 １１款４項１目現年公用・公共施設災害復旧費

の施設課分の決算額は６６８万５,６１８円にな

ります。主なものは、台風被害によります、田之

尻展望所遊歩道災害復旧工事などです。 

 なお、以上説明しました歳出執行に当たりまし

て、５０万円以上の予算流用で対応したものにつ

いて御説明いたします。 

 別冊の議会資料、５０万円以上の節間流用一覧

を御準備ください。３ページをお開きいただきた

いと思います。 

 表の下のほうに３０－１と３０－２という項目

がございますが、観光船かのこの操舵室と客室の

足もとの塗装を早急にする必要が生じたため、使

用料及び賃借料から４８万円、委託料から６２万

２,０００円それぞれ流用しまして、予算執行し

たものであります。 

 続きまして、財産に関する調書につきまして説

明させていただきます。決算書に戻っていただき

まして、３６１ページをお開きください。 

 公有財産の土地及び建物の増減表になっており

ますが、旧いこいの村いむた池が返還されました

ので、年度中の増となっております。 

 次に、３６２ページをお開きください。 

 下の（４）の物件の表になります。いこいの村

いむた池の返還と同時に温泉権も返還されており

ますので、増のほうに数値が入っているところで

ございます。 

 次に、基金について御説明させていただきます。

３６８ページをお開きください。 

 特定基金の上から５行目の川内駅東口交流施設

整備基金でございます。額は以上のとおりでござ

います。 

 続いて、歳入について御説明いたします。 

 決算書の１５ページをお開きください。 

 １４款１項１目総務使用料１節総務使用料のう

ち、施設課分は、備考欄下段の国際交流センター

使用料及び自動販売機、電柱に係る行政財産使用

料であります。 

 次に、１９ページをお開きください。 

 ５目商工使用料１節商工使用料でございます。

主なものとしましては、生態系保存資料館、きや

んせふるさと館、めくっていただきまして、

２１ページになりますが、とうごう五色親水公園、

観光船かのこなどの商工及び観光施設に係る使用

料であります。 

 次に、２３ページをお開きください。 

 ７目教育施設使用料５節保健体育使用料でござ

います。主なものとしましては、総合運動公園、

総合体育館、全天候型運動広場、樋脇総合プール

施設、ページをめくっていただきまして、

２５ページになりますが、スポーツ交流研修セン

ターなどの体育施設に係る使用料であります。 

 次に、３５ページをお開きください。 

 １５款２項８目４節社会教育費補助金でござい

ます。樋脇体育館、東郷体育館の耐震二次診断に

係る社会資本整備総合交付金であります。補助率

は２分の１になります。 

 次に、４９ページをお開きください。 

 １７款１項１目財産貸付収入１節土地建物貸付

収入の施設課分につきましては、次のページにな

ります５１ページの備考欄の中段より少し上ほど

になりますが、所管しております土地建物の貸

地・貸家料でございます。 
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 同じページでございますが、２目利子及び配当

金１節利子及び配当金の施設課分は、次のページ、

５３ページになります、備考欄の真ん中ほどにな

りますが、川内駅東口交流施設整備基金利子収入

であります。 

 次に、５９ページをお開きください。 

 ２１款５項４目雑入１節雑入でございます。当

課分は、６７ページから６９ページにかけてでご

ざいます。主なものとしましては、総合運動公園

の太陽光発電売電収入、充電インフラ普及プロジ

ェクト維持権利金、各施設に係る電気水道等の実

費収入金などであります。 

 歳入につきまして、収入未済が１件ございます。

里交流センター甑島館活用促進条例に基づく補助

金の返還請求金５,８８１万８,０００円でござい

ます。 

○委員長（石野田 浩）ただいま当局の説明

がありましたが、これより質疑に入ります。御質

疑願います。 

○委員（松澤 力）甑島館の件は施設課でよろ

しいですか。決算書の中にも、観光・シティセー

ルス課とも絡むのかもしれないですけれども、甑

島館についての補助金返還請求に基づく仮押さえ

命令を申し立てに係る供託金ということで計上さ

れていると思うんですけれども、市民の方からも、

１日も早い解決を望む声もいただいておりまして、

この補助金返還請求の裁判の状況と、あわせて契

約不履行についても、協議、場合によっては訴訟

など検討して、早期の解決を目指すべきじゃない

かという御意見もいただいており、係争中の部分

もあるかと思うんですけれども、現状の状況と今

後の方向性ということで、状況を教えていただけ

たらと思います。 

○商工観光部長（古川英利）甑島館に関しま

しては、こちらが原告になって、今、訴えている

んですが、先週、第４回目の期日がございました。

私どもといたしましては、まずは、この１億円の

手続についての訴訟でありますが、弁護士にお願

いしまして、総合的に向こうの主張も聞きながら、

こちらの主張もきっちりと相手に、今、伝えてい

るというところでございます。いつまでかかるか

と言われると、先が見えない部分ではあるんです

が、弁護士とも早期の解決をということで、協議

をお願いしているところでございます。 

○委員（松澤 力）契約不履行についての検討

は。 

○商工観光部長（古川英利）先方は撤退をし

たわけですので、最初の契約の部分については、

私どものほうで契約を破棄することも考えられる

んですけれども、その手続は、今、しておりませ

ん。総合的に補助金の返納手続と、そこら辺の撤

退の話を絡めて、弁護士さんのほうに協議をお願

いしているところです。 

○委員長（石野田 浩）ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（石野田 浩）質疑が尽きたと認め

ます。 

 委員外議員の質疑はありませんか。 

○議員（井上勝博）Ｂ＆Ｇのプールの件なんで

すけど、やはりシーズンになると、丸一日、音楽

が流れるわけですね。やはり近所の方から、うる

さいというか、そこまでうるさいというわけでは

ないけれども、何も近所にチラシなり、配付して、

例えば、これから御迷惑をおかけするけれども、

よろしくお願いしますとかっていう挨拶みたいな

ものがあれば、まだいいんだけど、突然、始まっ

て、何カ月間か、ずっと音楽が流される。やはり

少し配慮していただけないだろうかという話があ

ったので、そういったのは指定管理者の管理のあ

り方ということでは、注意しておく必要があるん

じゃないかというふうに思うんです。これが１点。 

 それから、もう一つは……。 

○委員長（石野田 浩）井上議員、決算事項

について議論をしていますので。 

○議員（井上勝博）Ｂ＆Ｇプールについては、

運営のあり方ということで言っているわけですか

ら、決算になるんじゃないですか。指定管理者の

運営のあり方について言っているわけですから。 

○委員長（石野田 浩）決算事項にそれは含

まれていますか。 

○議員（井上勝博）Ｂ＆Ｇプールについてのス

ポーツ施設の利用状況についてというのは書いて

ありますから。 

○委員長（石野田 浩）利用状況について説

明を求めるのはいいんだけれども、その状況がど

うのこうのっていうのは、ちょっと議論の対象外

になりゃせんかなと思うんだけど。所管事務調査

じゃないから、決算事項の審査だから、その使い
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道がどうのこうのっていう話ならわかるけども。

その辺をよくまとめて質問をしてください。 

○議員（井上勝博）樋脇総合体育館についての

耐震診断をやられたと。いいことなんですが、そ

の結果については、もう出ているのかどうか。出

ているのであれば、決算の中でも公開されていい

んじゃないかというふうに思うのと、それから、

以前、あそこには冷水機があったんです。冷たい

水が出る機械。これが撤去されて、壊れたから撤

去されたということなんですけれども、壊れたか

ら撤去するというんではなくて、スポーツをされ

る方々にとってみれば必要な施設ではないかなと。

実際、アリーナのほうにはあるわけですから、や

はり予算の関係とかっていうことなのかどうかは

わかりませんけれども、そういったのは撤去して

何もしないというのでは、ちょっとどうなのかな

というふうに思うんですが、いかがでしょうか。 

○施設課長（堀切良一）まず最初の耐震診断

の結果について、説明が足りずに申しわけありま

せんでした。樋脇総合体育館、東郷総合体育館、

２件、耐震診断をしたんですが、ＩＳ値は体育施

設として全然問題ないということでございました。

以上でございます。 

 あと、もう１点につきましてですが、冷水機に

つきましては、撤去をしております。 

○商工観光部長（古川英利）スポーツ施設に

冷水機は必ずないといけないかというところと、

今まであったので続けてほしいというお声がある

ということで、まず、現状をちゃんと把握して、

市としての方針をちゃんと整理したいと思います。

ただ、基本は、以前もあったんですが、利用者に

注意喚起をしながら、熱中症対策は各自でしても

らうというスタンスもありますので、そこも含め

て確認をさせてください。 

○議員（成川幸太郎）次世代エネルギー施設

の、さっきの連動するんですが、スマコミライト

なんですが、ここに薩摩川内市内１２０基のリー

ス料、本年度まで３,０００万円ということで上

げてあるんですけれども、先ほどの話によります

と、６６基が民間で、３３３基が薩摩川内市内に

設置されているんじゃないかと思うんですが、ほ

かの１２０基以外の維持管理はどうなされている

んですか。 

○施設課長（堀切良一）私どものほうで所管

していますのが１２０基でございまして、そのほ

かの分については把握しておりません。 

○委員長（石野田 浩）所管が違うというこ

とかね。 

○議員（成川幸太郎）薩摩川内市内に設置し

た３３３基の１２０基以外の管理はどこがするよ

うになっているんですか。 

○施設課長（堀切良一）設置した所管課で管

理しているということになります。 

○委員長（石野田 浩）ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（石野田 浩）質疑が尽きたと認め

ます。 

 以上で、施設課の審査を終わります。 

────────────── 

△交通貿易課の審査 

○委員長（石野田 浩）次に、交通貿易課の

審査に入ります。まず、決算の概要について、部

長の説明を求めます。 

○商工観光部長（古川英利）決算附属書の

１１４ページをお願いいたします。 

 まず、平成３０年度決算額は予算額３億

８,４８５万５,０００円に対し、決算額３億

４,７０２万５,９５３円、執行率９０.２％であ

ります。 

 交通貿易課は大きく三つの業務からなっており、

まず、１、地域公共交通では、（１）鉄道利用促

進事業において、肥薩おれんじ鉄道に対し支援を

行い、（２）コミュニティバス等利用促進事業に

おいて、９路線のコミュニティバス及び４エリア

のデマンド交通の運行を行いました。 

 １１５ページの（３）甑島航路利用促進事業で

は、有人国境離島法に基づき、甑島住民の方々を

対象に、フェリー、高速船の運賃低廉化を継続し

ながら、平成３０年４月からは運賃低廉化事業の

範囲を障害者等まで拡充しました。 

 次に、１１６ページの２、川内港振興では、

（１）川内港振興事業において、ポートセールス

を県内外で行い、また、ポートセミナーを鹿児島

市で開催するなど、川内港を積極的にＰＲしまし

た。コンテナ貨物の取り扱い量は、過去最高の

２万３７２ＴＵとなりました。また、京泊埠頭が

手狭になったことや、今後のコンテナ船の大型化

を見据え、唐浜埠頭への新たなコンテナバース、
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ヤードの整備を港湾管理者である鹿児島県に要望

し、港湾計画改定作業が進められています。 

 次に、１１７ページの３、国際交流では、国際

交流対策事業において、国際交流員による中国語

講座などの語学講座及び出前講座等により、市民

への国際理解、多文化共生を推進しました。友好

都市交流においては、常熟市と貿易調査団を受け

入れ、スポーツ等交流団派遣及び水泳交流団受け

入れ等を実施しました。昌寧郡とはスポーツ等交

流団派遣、職員研修交流団受け入れ、公式来日団

受け入れ及び農業政策促進交流団受け入れを実施

したところであります。 

○委員長（石野田 浩）引き続き、当局の補

足説明を求めます。 

○交通貿易課長（有馬眞二郎）まず、歳出に

ついて御説明いたします。 

 歳入歳出決算書の９３ページをお開きください。 

 ２款１項８目国際交流費の当課分は、支出済み

額１,８５５万１,６５３円であります。主な支出

は、国際交流員１名分の報酬及び友好都市交流に

係る韓国昌寧郡との公式団、日中友好スポーツ等

交流団の受け入れや、中国常熟市との相互交流等

の業務委託、国際交流協会運営補助などでありま

す。 

 次に、１４７ページをお開きください。 

 ７款１項２目商工振興費の当課分は、支出済み

額３億２,８４７万４,３００円であります。支出

の主なものは、川内港振興事業費として川内港利

活用推進員１名の報酬、川内港利用促進・物流モ

デル構築推進事業業務等３件の委託料、薩摩川内

市貿易振興協会運営補助及び川内港におけるコン

テナ貨物に対する貿易補助金など８,９５０万

１,９９１円であります。 

 次に、１４９ページをお開きください。 

 コミュニティバス等利用促進事業費として主な

ものは、甑島地域コミュニティバス、川内地域の

くるくるバス、川内地域と支所地域を結んでいる

市内横断シャトルバス、各支所地域で運行してい

るデマンド交通の運行事業等、計１７件の委託料。

このほか、関係機関が一体となって公共交通の課

題に取り組む地域公共交通活性化協議会への負担

金、民間バス会社の路線の確保・維持に対し、

国・県・市町村が協調補助を行う地域間幹線系統

確 保 維 持 費 補 助 金 ほ か ２ 件 な ど で 、 ２ 億

１,１２７万４,０８２円であります。 

 次に、甑島航路利用促進事業費として主なもの

は、住民の航路運賃を低廉化する経費の一部を支

援する鹿児島県特定有人国境離島地域航路・航空

路運賃低廉化協議会負担金、フェリー代船事業補

助金など１,７０５万３,７２７円であります。 

 次に、鉄道利用促進事業費として主なものは、

肥薩おれんじ鉄道の安定した運行を確保するため

の鉄道基盤整備の維持に要する経費補助、肥薩お

れんじ鉄道経営安定化支援事業補助金など

１,０６４万４,５００円であります。 

 ２目商工振興費の不用額につきまして、１３節

委 託 料 で 当 課 分 の 不 用 額 は ２ , ０ ５ ０ 万

１,４２０円で、主なものは、コミュニティバス

運行委託料の執行残ですが、コミュニティバス運

行につきましては、国の地域公共交通確保維持改

善事業の対象となる３路線の運行事業者に対して

の 、 国 か ら の 補 助 金 交 付 額 １ , ３ ８ ６ 万

１,０００円が交付されることによります同額分

の市への返納等により生じたものでございます。 

 １９節負担金補助及び交付金の当課分の不用額

は１,４１８万９,７９６円で、主なものは、薩摩

川内市貿易振興協会補助金執行残１,１０６万

６,６４７円などです。 

 次に、歳入についてですが、当課につきまして

は、収入未済はございませんでした。 

 それでは、決算書の４３ページをお開きくださ

い。 

 １６款２項５目商工費補助金で当課分は、備考

欄、交通貿易課にありますとおり、地方公共交通

特別対策事業補助金１,０４２万２,０００円は、

甑島地域コミュニティバス運行費に対する県補助

金であります。 

 次に、５３ページをお開きください。 

 １７款１項２目利子及び配当金で、本課分は、

備考欄の交通貿易課にありますとおり、九州海運

株式会社からの配当金５万円であります。 

 次に、財産に関する調書について御説明いたし

ます。 

 財産に関する調書のうち、交通貿易課分の有価

証券につきましては、３６３ページに、出資によ

る権利につきましては、３６４ページに記載して

あります。 

○委員長（石野田 浩）ただいま当局の説明
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がありましたが、これより質疑に入ります。御質

疑願います。 

○委員（上野一誠）川内港の振興、港湾の振興。

薩摩川内市が毎年、県に要望をしていく、一つの

要望事項として、１８から２０ぐらい上がると思

うんです。いろいろ当局も分担されて、その項目

に応じて、副市長以下、各部長がそれぞれの担当

部署のところに御相談をしていくというのが実態

だと思う。その中で、県知事に要望を直接する。

これは市長と議長がすると思うんですけど、その

中で、特に薩摩川内市は何を頭に上げているか。

県知事に何を要望するか。二つぐらいだと思うん

ですけど。前は原子力の関係があったんですが、

その中で、今、重要港湾の川内港の整備について、

頭で、知事に直接、要望を強く、毎年してきてい

る案件だと思いますが、そうすると、今、市長の

答弁にもあるように、やっとそのことが具体的に

県のほうも力を入れて動き出してきたというのが、

この報告書を含めてあると思うんです。ですから、

やはり今後、重要港湾として、いろんな取引の状

態も報告をされたんだけれども、そういう中で、

今後は本当に重要に、大きな船とか、その辺が何

万トンというコンテナが必要とされる以上、どう

しても、この整備は必要かなと思うので、具体的

に長期計画というふうに、川内港の長期構想の策

定に向けて取り組んでいると。長期構想というの

は、具体的に、県とのいろんなそういうものもあ

るんでしょうけれども、大体、この見通しという

のは、何年ぐらいしたら重要港湾の整備が具体的

に進んでいくというふうにお考えですか。 

○交通貿易課長（有馬眞二郎）長期構想につ

きましては、おおむね３０年後の方向性を取りま

とめているところですけれども、この委員会等で

は県から１０年から１５年後の計画として港湾計

画の改定案が、今、示されているところでござい

ます。この後、県の地方港湾審議会、国の審査会

を経て、港湾計画の改定がなされる予定となって

おります。 

○委員（上野一誠）わかりました。前、伊藤知

事にやったときは、それはしなきゃいけないなと

いうのは、伊藤知事も前から言っていて、ただ、

時間がかかるよねというのは言われていたんです

けど、だから、おおむねこういう道筋ができると

いうことであれば、意見要望として、今後、継続

をして、さらに薩摩川内の市長要望としては高い

順位で要望すべきであるというふうに思います。 

 それと、ポートセミナーというのがあって、こ

れも関連するんですけれども、前は東京でポート

セミナー、船会社とか、いろんな関係の人たちを

招待して、いろいろ薩摩川内市の港湾の利活用を

お願いしたいということで、一つのセットをして

いくんですけれども、そういう意味では、今、鹿

児島のほうを軸にやっていらっしゃると思うんで

すけれども、今後、ポートセミナーに案内をされ

るメンバーというのは、毎年、同じような方にな

るんですか。それとも、新たな船会社とかを含め

てお願いをしていかれるんですか。 

○交通貿易課長（有馬眞二郎）メンバーにつ

きましては、船会社、それから商社、製造業、そ

れから物流事業、そういった港湾関係企業をお招

きして、この港湾サービス等を御紹介をしている

ところでございます。また、それぞれの地域によ

りまして、その会社等もありますので、その地域

に合った方々を招待して、こちらのほうの港の利

便性とか、そういたところをセールスしていると

ころでございます。 

○委員（上野一誠）２万ＴＥＵというのは、大

きな港からすれば、そんなに高い量ではないと思

うんです。だから、今後、これもだんだん、前か

らすると大分ふえてきましたので、今後もいろん

な木材会社を含めながら、更にポートセールスも

充実をしていただいて、宣伝活動は大いにやって

いただきたいということを意見・要望として言っ

ておきたいと思います。 

○委員長（石野田 浩）ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（石野田 浩）質疑が尽きたと認め

ます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（石野田 浩）質疑がないと認めま

す。 

 以上で、交通貿易課の審査を終わります。 

────────────── 

△次世代エネルギー課の審査 

○委員長（石野田 浩）次に、次世代エネル

ギー課の審査に入ります。まず、決算の概要につ

いて対策監の説明を求めます。 
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○次世代エネルギー対策監（久保信治）それ

では、決算附属書の１１９ページをお開きくださ

い。 

 平成３０年度の決算状況ですが、予算額１億

９ ,３００万円に対しまして、決算額は１億

７,０８９万４,１４０円であり、財源内訳は表に

記載のとおりでございます。 

 続きまして、概要について御説明します。次世

代エネルギー課につきましては、二つの大事業か

らなっておりまして、一つ目でございます。次世

代エネルギーの利活用推進に関することですが、

（１）次世代エネルギーの理解促進としまして、

ア、次世代エネルギーフェアですが、市民、事業

者及び行政がパートナーシップを図り、地元雇用

の拡大を目指し、平成３０年度からは商工政策課

のわくわくお仕事博覧会と同時開催に変更いたし

ました。 

 ウの出前講座では、計２２回、６１０名の生徒

や団体へ出前講座授業を行ったところであります。 

 エのスマートハウス運営事業では、創エネ、蓄

エネ、省エネを体験できる先進的な建物としての

役割を果たしており、後でも出てまいりますが、

民間事業者による天辰スマートタウン構想につな

がりました。 

 また、市民参加型の各種プログラムも２０回開

催し、統括しましたトークイベントを平成３１年

３月２日に国際交流センターで開催しました。オ

の次世代エネルギー理解促進に係る次世代エネル

ギー導入ＦＳ調査事業では、コンベンションセン

ターに導入可能な次世代エネルギーシステムの検

討と、まちの魅力発信・向上につなげるための調

査を行っております。 

 （２）の次世代エネルギー導入実証事業では、

甑島蓄電池導入共同実証事業におきまして、住友

商事や日産自動車と接続制限や出力制限がかかり

ます島に関しまして、いろいろな実証実験を行っ

ております。また、みらいの島プロジェクトとし

まして、情報発信などブランド化を図っておりま

す。 

 １２０ページをごらんください。 

 イの小鷹井堰地点らせん水車導入共同実証事業

では、日本工営と共同で引き続き実証を行い、技

術面の実証はもとより、電気自動車を組み合わせ

たことによる地産地消モデルを観光や教育の場と

して積極的な活用を行っております。 

 （３）次世代エネルギー都市基盤事業では、地

球にやさしい環境整備事業におきまして、ＺＥＨ

と呼ばれるゼロエネルギーハウスも補助対象にす

るなど、実績は表のようになっております。 

 スマートタウン推進事業におきましては、ス

マートハウスからスマートタウンに、いわゆる公

共から民間に移行しました。天辰地区スマートタ

ウン街区整備計画審査委員会を開催しまして、南

国殖産を中心としました３者の共同事業者に決定

され、今年度６月に契約をし、現在、大きな街区、

右側の街区のほうは造成工事、真ん中の２２ブロ

ックにおいてモデルハウスを建設し、１１月２日

にグランドオープンの予定でございます。 

 次に、１２１ページの大きな２項目ですけれど

も、最先端技術の推進に関することですが、竹バ

イオマス産業都市推進構想事業におきましては、

現在、産学官金で１０６団体で構成されておりま

す。活動としましては、全体会や分科会を通しま

して、出口産業の掘り起こしや、上流部における

竹の伐採、減量化の検討・実証を行っております。 

 薩摩國竹セルロースのファイバークラスター形

成事業では、薩摩川内市で生産される竹ＣＮＦの

利活用について、専門的、技術的な人材育成によ

り拠点化を図る目的として、実践講座も行ってお

ります。また、その中から最終出口の戦略を推進

しているところでございます。 

 あわせまして、エネルギー利用可能調査を実施

しました。さらに、竹の原料をスムーズに行う仕

組みとしまして、竹供給推進事業を実施しており

ます。具体的には、図のように市内の竹伐採事業

者がチップ工場に持ち込まれたときに支払われる

単価につきまして、チップ工場を介した補助金を

上乗せすることによって、これまでは１年間取り

まとめて支払いをしていました補助金を改善しま

して、タイムリーに補助金を交付することで取引

量を安定化させることとしております。 

 補助金の原資は企業版ふるさと納税を活用し、

平成３０年度の取引は１,８６６トンと、平成

２９年度の６２３トンから３倍増となっておりま

す。 

○委員長（石野田 浩）引き続き、当局の補

足説明を求めます。 

○次世代エネルギー課長（田中道治）まず、
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歳出について御説明をいたします。決算書の

８５ページをお開きください。左側のページでご

ざいます。 

 ２ 款 １ 項 ６ 目 企 画 費 、 支 出 済 み 額 ６ 億

４,３１６万５,６２７円のうち、次世代エネル

ギー課所管に係ります決算額は、１ページめくっ

ていただきまして、８７ページの備考欄、一番下

の丸印、次世代エネルギー推進費のうち、１億

７,０８９万４,１４０円でございます。 

 次に、内訳について御説明いたします。

８９ページをお開きください。備考欄の上段から

です。 

 報酬では、次世代エネルギー関連ＰＲ推進事業

に係ります行政事務嘱託員及び天辰地区スマート

モデル街区整備計画審査委員会に係る委員報酬で

す。報酬では、行政事務嘱託員報酬に係ります社

会保険料、委託料では、薩摩川内市次世代エネル

ギー政策理解促進に係る次世代エネルギー導入Ｆ

／Ｓ調査業務委託ほか１５件でございます。 

 工事請負費では、上甑島の浦内太陽光発電所場

内舗装工事ほか３件、負担金では甑島蓄電池導入

共同実証事業に係る負担金ほか１件でございます。 

 補助金につきましては、地球にやさしい環境整

備事業補助金ほか２件であります。 

 次世代エネルギー推進基金積立金につきまして

は、寄附金及び利子収入を基金に積み立てたもの

でございます。 

 なお、予算執行において、全く予算を執行しな

かったものはございません。 

 続きまして、５０万円以上の節間流用につきま

して御説明を申し上げます。 

 平成３０年度決算に係ります５０万円以上の節

間流用一覧の３ページをお開きください。 

 番号の２９番です。委託料の節から負担金補助

及び交付金の節に５４０万円を流用したものでご

ざいます。流用の理由ですけれども、甑島蓄電セ

ンターの実証事業につきまして、平成２６年から

平成２９年に実証事業自体は終了しております。

平成３０年度から設備を市に無償譲渡いただきま

して、市の管理のもとに委託料として管理する予

定でございましたけれども、協議のほうが継続協

議になりまして、本年度も負担金で支払うことに

なったため、債務が発生します４月に流用をさせ

ていただいたものでございます。やむを得ず、適

正費目に流用したものでございます。御理解をお

願いいたします。 

 次に、６目企画費のうち、本課分の１節

１００万円以上の不用額につきまして説明いたし

ます。 

 決算書の８７ページをお開きください。 

 １９節負担金補助及び交付金のうち、本課分の

不用額は２,０４０万８,４６４円であります。こ

ちらにつきましては、地球にやさしい環境整備事

業補助金の執行残、次世代エネルギー事業推進補

助金の執行残及び竹材供給推進補助金の執行残の

合計でございます。 

 補助金の申請件数が想定より少なかったことが

要因でございまして、例年、３月の申請件数が予

測できないために、支払いを滞ることを避けるた

めに予算を残した結果でございます。 

 続きまして、歳入につきまして御説明いたしま

す。 

 最初に収入未済の関係でございますが、本課分

に係る収入未済はございませんでした。 

 決算書の３１ページをお開きください。 

 歳入の詳細でございます。 

 １５款２項１目総務費補助金の２６節エネル

ギー構造高度化・転換理解促進事業費補助金が本

課分でございます。なお、本事業の補助率は

１００％の全額補助となっております。 

 次に、決算書の５１ページをお開きください。 

 １７款１項１目財産貸付収入の１節土地建物貸

付収入の収入済み額のうち、本課分は、備考欄の

米印の上から三つ目の借地料でございます。 

 次に、決算書の５３ページをお開きください。 

 １７款１項２目利子及び配当金の１節利子及び

配当金の収入済み額のうち、本課分は、備考欄の

米印の上から七つ目、次世代エネルギー推進基金

利子収入でございます。次世代エネルギーの導入

及び普及を推進するための必要な経費に充てるこ

とを目的に、平成２４年度に設置いたしました次

世代エネルギー推進基金に係る利子でございます。 

 次に、１７款２項１目不動産売払収入の１節土

地建物売払収入のうち、本課分は、備考欄の米印

の上から四つ目、土地売払収入でございまして、

中身的には天辰スマートモデル街区５７ブロック

の売却額でございます。 

 次に、５５ページをお開きください。 
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 １８款１項１目総務費寄附金の１節総務費寄附

金の収入済み額のうち、本課分は、備考欄米印の

二つ目、次世代エネルギー推進寄附金で、東郷町

斧渕の市有地を九州おひさま発電株式会社様に太

陽光発電所用地として売却したときの協定書に基

づき、年間発電量に２円を掛けた相当分を寄附さ

れたものでございます。 

 次に、５７ページをお開きください。 

 １９款１項６５目次世代エネルギー推進基金繰

入金の１節次世代エネルギー推進基金繰入金の収

入済み額は、平成３０年度事業推進のため、地球

にやさしい環境整備事業費に繰り入れたものでご

ざいます。 

 次に、６７ページをお開きください。 

 ２１款５項４目雑入の１節雑入の収入済み額の

うち、本課分は、備考欄、米印の上から一つ目の

収入済み額でございまして、内訳は、甑島蓄電池

導入共同実証事業に伴う太陽光発電売電収入及び

クラウドサービス利用料、小鷹水力発電余剰売電

収入と二酸化炭素排出抑制対策事業費補助金を受

け入れたものでございます。 

 次に、財産について御説明いたします。財産に

関する調書の３６８ページをお開きください。 

 基金のうち、次世代エネルギー推進基金につき

ましては、記載のとおりでございます。 

○委員長（石野田 浩）ただいま当局の説明

がありましたが、これより質疑に入ります。御質

疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（石野田 浩）質疑がないと認めま

す。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

○議員（井上勝博）エネルギー構造高度化・転

換理解促進事業費補助金が１００％ということで、

コンベンションに取りつける次世代エネルギーの

関連の施設については、１００％補助金と。途中

でそういうことが出てきたわけですけども、コン

ベンションの最初の計画のときになかったものが、

途中で出てきたのは、こういう有利な補助金があ

るということがわかって途中になったのか。そこ

ら辺の事情というのはどういうものかというのを

お尋ねしたいのと、それから、名前が次世代エネ

ルギーということで、実際は中身は再生可能エネ

ルギーだというふうに理解しているんですけれど

も、経済的な効果だけが注目というか、そこだけ

に注目されているように思えるんです。ただ、実

際には、次世代エネルギーの関係で雇用がふえて

いるかというと、雇用はふえていないということ

が答弁でもあったわけですけれども、単に、企業

の誘致というのではなくて、市民レベルでの再生

可能エネルギーの促進に対して、さまざまな支援

をしていくという、そういうあり方というのが欠

けているような気がするんですが、そこら辺の見

解もお聞かせ願いたいと思います。 

○次世代エネルギー課長（田中道治）二つ御

質問があったと思います。 

 まず、コンベンションへの再生可能エネルギー

設備の導入について、最初から構想になくて、後

から入れた理由についての御質問だったと思いま

すけれども、基本的に、再生可能エネルギーのビ

ジョンをつくっている段階で、公共施設には基本

的に入れていくというような方針で、目指すべき

方向で出しております。タイミング的に、コンベ

ンション施設の協議に、後追いで乗っかったとい

うのは、時間的には、そういった形になりますけ

れども、構想的には当初の構想のとおりだという

ふうに理解しております。 

 それから、再生可能エネルギーの経済的な視点

で、市民レベルの意識レベルを上げるとか、そう

いう取り組みがおくれているんではないのかとい

うことですけれども、小中学生向けに出前授業を

行ったり、あるいはＳＮＳで情報発信を行ったり、

また、川内駅の東口のほうにありますスマートハ

ウスを利用したゼロエネルギーハウスの推進だと

か、再生可能エネルギーの利用促進については、

十分に啓発は行っているというふうに考えており

ます。 

○議員（井上勝博）実際、経済的な雇用効果と

かっていうのが現実にできていないという答弁が

市長のほうからもあったものですから、だから、

企業の誘致だけに考えているところがあるから、

そうなったんじゃないだろうかと。やはり市民が、

こういうことをやりたいと、例えば、農地と太陽

光パネルの何とかシェア、ああいうのをやりたい

という市民レベルの運動はあるけれども、しかし、

なかなかできないというような話もあるわけで、

そういったところの支援を今後強化していくとい

うか、計画の中に組み込まなければいけないんで
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しょうけど、強化していくというお考えは全くな

いというふうなお話なんでしょうか。 

○次世代エネルギー課長（田中道治）スマー

ト農業のお話が出ましたけれども、再生可能エネ

ルギーの設備を農地に敷設して農業をやれないと

いうことではなくて、実際、やれるんです。それ

は、ある一定の条件を満たしていないからやれな

いということで、その要件というのは、例えば、

田んぼとか畑に太陽光パネルを置いたときに、農

作業のトラクターとか、そういう農機具が作業上、

動き回れる環境が整っておれば、これは認められ

るんです。ですので、それは農政サイドのほうも

ＰＲはされていると思いますので、基準を満たさ

ない部分については、法的に問題がありますので、

却下されますけれども、基準を満たせば設置はで

きますので、そこは理解をしていただければと思

います。 

 それから、再生可能エネルギーの企業誘致の雇

用が生まれていないということだったんですけれ

ども、なかなか産業構造が変わってきまして、安

い労働の人件費でたくさんの雇用を求められる地

方の時代が変わってきていて、実際、外国から安

い部材が入ってきて、製造の環境が変わってきて

います。しかしながら、それに甘んじて、再生可

能エネルギーの企業誘致を諦めるわけにはいかな

いので、可能性を積極的に探っていきたいと思い

ます。 

○委員長（石野田 浩）ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（石野田 浩）質疑は尽きたと認め

ます。 

 以上で、次世代エネルギー課の審査を終わりま

す。 

────────────── 

△観光・シティセールス課の審査 

○委員長（石野田 浩）次に、観光・シティ

セールス課の審査に入ります。まず、決算の概要

について対策監の説明を求めます。 

○観光・スポーツ対策監（坂元安夫）それで

は、観光シティセールス課の主要施策の成果につ

いて、概要を説明申し上げます。 

 決算附属書の１２２ページをお開きください。 

 決算額は４億７,６４７万５,１３６円でござい

ます。主要施策の成果は、まず、１、市政の総合

的な企画、立案等に関することの（１）のふるさ

と納税では、寄附サイトのページ充実や広告掲載

などを取り組み、平成３０年度の対前年比は件数

で９７.８％、寄附額で１０４.７％でございまし

た。 

 （２）におきまして、ぽっちゃん計画プロジェ

クトを推進するため、上甑島、川内、高城地区な

どに７名の地域おこし協力隊員を配置し、地域の

素材を活用した商品開発などの取り組みを行って

おります。 

 次に、２、観光誘客事業では、観光入り込み客

数が１０２％、宿泊客数が１０４％と、ともに前

年度を上回ったところでございます。 

 １２３ページをごらんください。 

 また、旅行エージェントに対しまして、旅行商

品造成支援事業を実施しております。２８１件、

１,７３６人のツアー参加でございました。 

 （２）のツーリズム事業におきましては、市グ

リーンツーリズム推進協議会が受け入れる修学旅

行体験学習受け入れを行ってございます。 

 （３）の観光イベント事業におきましては、き

ゃんぱくを継続実施するとともに、１２２プログ

ラム、１万３,００９人の集客を図るとともに、

各種のイベントに支援を行っております。 

 このほか明治維新１５０周年記念事業として、

西郷さんのモニュメント建設、明治維新ゆかりの

地をめぐるバスツアー、西郷どん出演者による

トークショーなどを実施してございます。 

 次に、１２５ページの３、物産販売では、（１）

におきまして、百貨店などで催事を開催し、地域

産品のＰＲ並びに販売を行ってございます。なお、

平成２９年９月にオープンしましたアンテナショ

ップ戸越銀座店は、物産販売や本市ＰＲなどの一

定の成果がございましたけれども、収支において

大変厳しいことから、本年２月末で閉店をしてお

ります。 

 次に、１２６ページの４、観光物産施設事業に

関することでは、観光業の振興を図るため、観光

客受け入れ施設の施設改修に対し、補助金を交付

し、受け入れ態勢の充実・強化などに取り組みを

行ってございます。また、市内の主な物産販売施

設等におきまして、販売促進に対する経営指導や、

このほか甑島における観光を柱とした地域振興と

雇用の拡大及び所得の向上を図るため、県の特定
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離島ふるさとおこし推進事業を活用し、甑島地域

ビジネス創造事業を実施してございます。 

 次に（４）甑島地域宿泊施設整備費補助金につ

きましては、これまで本件補助金１億円に関しま

して、相手方に返還の請求を繰り返し行ったとこ

ろでございますが、その債権を保全するために、

弁護士のアドバイスも得まして、相手方の一部資

産につきまして仮差し押さえを行ってございます。

その際に、供託金２,０００万円を法務局に納め

る必要があり、同額を予備費から充用して対応し

たものでございます。 

 次に、１２７ページの５、シティセールスプロ

モーションでは、ホームページに「こころ」観光

物産ガイドの運営、広告、トップセールス、パン

フレット作製、甑島プロモーション番組の制作及

び放映などを行っております。 

 最後に、１２８ページの６、シティセールスマ

ネジメント事業では、今後の観光施策の参考とす

るための統計業務を行ってございます。 

○委員長（石野田 浩）引き続き、当局の補

足説明を求めます。 

○観光・シティセールス課長（橋口浩文）

まず歳出について説明いたします。 

 決算書の８９ページをお開きください。 

 ２款１項６目企画費の本課分につきましては、

真ん中あたりのふるさと納税ＰＲ促進事業と

９１ページの備考欄の上から１０行目あたりの観

光 ・ シ テ ィ セ ー ル ス 課 分 で 、 決 算 額 １ 億

５,３２３万３,５１６円となっております。ふる

さと納税ＰＲ促進事業に係ります、ふるさと納税

ＰＲ促進業務委託や地域おこし協力隊の活動支援

のための業務委託等でございます。 

 不用額の主なものについて説明をいたします。

決算書の８７ページをお開きいただきたいと思い

ます。１１節の需用費の３２４万６２７円のうち

本課分につきましては、２２６万８,３５６円で

ありまして、ふるさと納税ＰＲ促進事業の消耗品

費及び地域おこし対策事業の修繕料の執行残が主

なものでございます。このうち、地域おこし対策

事業費の修繕料は、地域おこし協力隊員が借りて

おります家、車の修繕がなかったため、未執行と

なっております。 

 同 じ く 、 １ ２ 節 役 務 費 、 １ , ０ ３ ５ 万

５ ,６８９円のうち本課分につきましては、

９９３万９,１１２円で、ふるさと納税ＰＲ促進

事業の手数料の執行残が主なものでございます。 

 同 じ く 、 １ ３ 節 委 託 料 、 １ , ９ ５ ３ 万

５ ,１４４円のうち本課分につきましては、

１,８２６万７,３２４円で、ふるさと納税ＰＲ促

進事業の委託料の執行残でございます。 

 同じく、１９節負担金補助及び交付金の

３,２９３万２,８３４円のうち本課分につきまし

ては５９万５,１８７円で、地域おこし対策事業

費の負担金の執行残でございます。 

 １５１ページをお開きください。 

 ７款２項３目観光費について、本課分につきま

しては、決算額３億２,３２４万１,６４０円とな

っております。なお、甑島地域宿泊施設整備補助

金の９,２００万円を翌年度に繰り越しておりま

す。 

 シティセールス企画総務費として、主なものは、

かわまちづくり観光振興部会負担金ほか９件の負

担金などでございます。シティセールスプロモー

ション事業費としては、薩摩國ブランドＥＣプロ

ジェクト事業業務委託などでございます。 

 物産販売事業費としては、販路拡大推進事業業

務委託ほか７件でございます。 

 次に、旅行誘客事業費として、観光案内所運営

事業委託ほか１６件、川内大綱引補助金ほか

２６件などでございます。 

 １５３ページをお開きください。 

 観光物産施設事業費として本課分につきまして

は、甑島地域ビジネス創造事業業務委託ほか４件

と、甑島地域宿泊施設整備費補助金返還請求に基

づく仮差し押え申し立てに係ります供託金などで

ございます。 

 不用額の主なものにつきましては、１５１ペー

ジをごらんいただきたいと思います。 

 ７款１項３目観光費、８節報償費の本課分の不

用額は４８８万４,３４１円で、主なものは旅行

商品造成事業の執行残でございます。 

 ９節旅費７８万９,０６０円のうち本課分の不

用額は７２万６,２４０円で、主なものはセール

スプロモーション事業費の執行残でございます。 

 次に、１１節需用費の１３５万８,６３１円の

う ち 本 課 分 に つ き ま し て は 、 １ ２ ４ 万

１,０６１円で観光パンフレット作成費の執行残

と観光地域づくり支援事業費の印刷費の執行残な
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どが主なものでございます。 

 次に、１３節委託料の１,２５９万１,２２２円

のうち本課分につきましては、１ ,２５０万

６４２円で、セールスプロモーション事業費及び

物産販売事業費、観光誘客事業費の執行残が主な

ものでございます。 

 次に、１５節工事請負費の６１万３,０００円

につきましては、川内高城温泉モニュメント設置

工事の執行残でございます。 

 次に、１９節負担金補助及び交付金の７０万

８,１１０円のうち、本課分につきましては、

７０万７,９５４円で、主なものはセールスプロ

モーション事業費の執行残と観光イベント事業の

執行残でございます。 

 次に、歳入について御説明いたします。 

 決算書の４３ページをお開きいただきたいと思

いますが、本課分の不納欠損、収入未済につきま

しては、雑入の甑島地域宿泊施設整備費補助金返

戻金の１億円が収入未済となっております。 

 １６款２項５目商工費補助金１節商工費補助金

の本課分につきましては、繰越明許費分で、川内

高城温泉モニュメント設置に伴います県の補助金

で補助率は２分の１でございます。 

 ２節観光費補助金の特定離島ふるさとおこし推

進事業補助金は、甑島地域ビジネス創造事業業務

委託に係る県の補助金で７割補助でございます。 

 地域振興推進事業費補助金は、明治維新関連プ

ロモーション事業等に係る分で、補助率は２分の

１でございます。 

 ５１ページをお開きいただきたいと思います。 

 １７款１項１目財産貸付収入につきましては、

本課分につきましては、５１ページの中ほどで、

大綱引保存会の貸家料が主なものでございます。 

 ５３ページをお開きください。 

 次に、２目利子及び配当金の本課分につきまし

ては、ページの真ん中あたりで観光振興基金利子

収入でございます。 

 ５５ぺージをお開きください。 

 １８款１項１目総務費寄附金の本課分は、ふる

さと納税寄附金であります。 

 ６９ページをお開きください。 

 ２１款５項４目雑入の本課分につきましては、

真ん中あたりで、主なものは地域のプロジェクト

からの経費補助金であります。なお、収入未済額

１億円につきましては、先ほど申しました甑島地

域宿泊施設整備費補助金返戻金でございます。 

 次に、財産に関する調書について説明をいたし

ます。観光・シティセールス課分につきましては、

有価証券につきましては、３６３ページに、出資

による権利につきましては３６４ページに、無体

財産権につきましては３６５ページに、基金につ

きましては３６８ページに記載をしてあります。 

○委員長（石野田 浩）ただいま当局の説明

がありましたが、これより質疑に入ります。御質

疑願います。 

○委員（松澤 力）１件だけ。株式会社薩摩川

内市観光物産協会との連携委託というのを進めて

いる部分があると思うんですけれども、私も事業

説明会に２回ほど出させていただいて、物産協会

のさまざまな事業や自律的な経営に取り組んでい

らっしゃるということを学ばせていただきました。

そういった中で、過去の決算委員会でも質問が出

ているかと思うんですけれども、今後の市として

の委託のあり方、また、契約の方向性について、

検討しているところがあれば教えていただけたら

と思います。 

○観光・スポーツ対策監（坂元安夫）前回の

ときの御指摘も含めましてございましたけれども、

基本、観光物産協会では十分連携を図りながら、

と申しますのが、地域における総合商社的機能を

備えておりますので、その機能を十分発揮してい

ただくということが、まず１点ございます。それ

で、それらを含めまして、ここも可能な限り、当

然、委託の内容の中身については精査しつつ、協

会のほうに委託できるものについては委託してい

こうという考えでございます。 

○委員（松澤 力）今後も連携して、委託を受

けていただかないといけない部分もあるかと思い

ますので、内容も精査しながら、きちんと協力関

係を組んでいただけたらというふうに思います。 

○委員（帯田裕達）二、三、お伺いします。 

 まず、附属書１２３ページの（２）グリーン

ツーリズムのことでお伺いします。グリーンツー

リズム協議会が、この団体の方々を３人とか４人

とか５人、受け入れていらっしゃると思うんです

が、その手順はどういうふうになっているのか。

それから、宿泊料金、その支払い、これに旅行業

者とかも絡んでいるとは思うんですが、なぜこう
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いうことを聞くかというと、受け入れる協議会の

方から、支払いが、どうも遅いと。忘れたころに

入ってきていると。これがもうちょっと早くでき

ないのかというような相談も受けたりしたもので

すから、私も話を聞いてみたら、受け入れが県に

一つ、その組織があって、そこが全部受けてから、

例えば薩摩川内市の受け入れも、この協議会のほ

うに相談があって、どこどこの中学校、高校を受

けて、料金を聞いて、こういうことで進めている

というのはわかるんですが、正式にその辺を教え

ていただきたいというのがあります。 

○観光・シティセールス課長（橋口浩文）

受け入れにつきましては、まず、学校が旅行エー

ジェントのほうに申し込みをされると思います。

旅行エージェントが県内を取りまとめているエコ

リンクという業者があるんですけど、そこが県内

全域、取りまとめをしております。そこで振り分

けられて、薩摩川内市のほうに来るという形にな

ります。 

 それで協議会のほうで受け入れてもらっていま

して、１家庭、大体４人以下で受け入れをしてい

ただいているところでございます。１泊２食で

４,５００円。１体験料で１,０００円、それに昼

食料といたしまして６００円を支払われておりま

す。これは県内統一料金でございます。２泊にな

れば、これが倍になるという形です。あと、本市

としまして、独自に、この昼食代にプラス

４００円を上乗せをしております。協議会へは年

間４００万円の補助を出しているところでござい

ます。 

 今、ありました支払いについてが、２カ月ぐら

いかかってからということでございますけれども、

旅行エージェントエコリンクを通して、協議会に

お金がまず入るんですけれども、これが約１カ月

半かかっておるところであります。これを再三、

できるだけ早くしていただきたいということでお

願いをしているところでありますけれども、なか

なか改善されていないところがありますが、引き

続き、ここにつきましては、早めの支払いをお願

いしたいと思っております。 

○委員（帯田裕達）協議会があって、受け入れ

ていらっしゃるんですが、農家民泊の資格という

か、そういうのを持っていらっしゃる方々は何人

ぐらいいらっしゃるんでしょうか。 

○観光・シティセールス課長（橋口浩文）

農家民宿の民泊の資格というか、保健所にこれは

届け出を出さないといけないんですけれども、こ

れは、まず農家であることということが第一条件

で、あとは都道府県の条例に決まっております簡

易宿泊所の基準に満たしているところが農家民泊、

民宿という形で資格を得られます。今、受け入れ

家庭が１３０戸数登録されていらっしゃるんです

けれども、そのうち６件が農家民宿という形での

登録をしていただいているところでございます。 

○委員（帯田裕達）このグリーンツーリズムに

ついては、また当局のほうも、協議会といろいろ

検討していただいて、エージェントも入っている

わけですが、そこの支払い等もスムーズにいくよ

うに検討していただきたいと思います。 

 それから、もう１点お願いします。先ほど来、

ぽっちゃんプロジェクトの地域おこし協力隊が、

今７名で、当初は市比野にも２名来ていただいて、

一番多いときで十四、五名いたんだろうと思うん

です。先ほどから地域おこし協力隊の身分とか、

仕事の内容とか出ていますけれども、例えば、地

域のコミュニティに配属された場合には、その地

域のコミュニティの方々と、いろいろ話し合いも

しなければならない、企画も練らなきゃならない、

一人でできないこともあって地域の協力もいっぱ

いいただかないといけないところもあって、なか

なか自分の企画とか、そういう考え方が浸透しな

くて、協力がもらえないというのも、多々、市比

野でもあったような気がします。 

 だから、先ほど商工政策課のほうでも出たんで

すが、例えば市比野で例をいうと、遊湯館が物産

の販売もしています。入来もおじゃったモールと

かありますよね。例えば、遊湯館にしては、市か

らちゃんと指定管理を受けてやっているわけです。

身分的には株式会社ですけど、公共的なものも含

んでおりますので、そういうところには、もうそ

こに物産の現生があるわけですよね。ここをこう

いうふうにしたら、この野菜はもっとこうなる、

加工したらこうなるんじゃなかろうかとか、そこ

に現品があるわけです。それから、道の駅は、観

光にも道案内とか道路とか、それにも絡んでいま

すし、おじゃったモールにしても、公共的な施設

の一部であるんじゃなかろうかと私は思います。 

 それから、私の所見ですけど、例えばコンベン
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ションに文化ホールが移った場合に、例えば、そ

こは受け入れはちゃんとＭＩＣＥがやるんだろう

けど、そういう企画運営を、やはり文化の振興等

を含めたり、体協あたりとも話をして、そういう

ところにも新しい風が吹くような感覚はできない

ものか。検討はできないんですか。 

○観光・シティセールス課長（橋口浩文）

この地域おこし協力隊につきましては、総括課は

地域政策課のほうでありまして、地域政策課のほ

うが、この地域おこし協力隊を使って、事業とい

うか、そういう地域おこしができないかというこ

とで、全課に調査がございます。調査をした結果、

我々観光としては、それぞれの地域のほうにこう

いう事業がありますけど、手を挙げませんかとい

うことでお願いをして、手が挙がったところが、

来年度以降、遊湯館も手を挙げていただいている

ところであります。そういうところに、一応、出

してあります。だから、全課、各課のほうで検討

をされるのかなということで考えてはおります。 

○委員（帯田裕達）地域おこし協力隊、各県、

活躍している人もいらっしゃいますよね。業績を

上げていらっしゃるところもあるし。だから、庁

舎内でいろいろ検討していただいて、それぞれで

地域おこし協力隊の、それこそ地域を起こす協力

をもらうという意味で、新しい風を吹かすという

意味で、そういうことも検討していただきたい。

先ほど、持原委員のほうから、身分はどうなるの

かというふうなこともありましたけど、それを含

めて、いろんな課と調整をしていただいて、そう

いう今までの考え方とちょっと違ったニュアンス

で地域が活性化する、例えば協会とか、いろんな

ところが活性化に結びつけばいいと思いますので、

ぜひ検討していただきたいと思います。 

○観光・スポーツ対策監（坂元安夫）意見に

ついては、我々も十分受けとめて、対応していき

たいというふうに考えております。１点だけ、先

ほど具体の施設等の名前もございましたけれども、

それについても、既に検討に入っているところも

あります。というのは、受け入れ団体の、まず希

望もお聞きしたりというのもございますので、受

け入れ団体が手を挙げていただくということもご

ざいますので、そういう意味では、先ほどの中の

一部につきましては、既に検討に入って、具体に

しようということで動いてございます。 

 それと、協力隊につきましては、観光サイドに

おきましては、観光物産協会にも配置がございま

して、そういう意味で、広い意味での観光という

部分では、先ほどの例えば、コンベンションの誘

致であったりという部分は、広い意味で、そうい

う部分の対応ができていけないかということは検

討していきたいと思います。 

○委員（帯田裕達）あと１点だけ簡単に。物産

販売事業で、京セラドームとか、いろんなところ

で観光物産協会が中心になってやっていらっしゃ

るんだろうと思いますが、例えば、これに出店す

る店側の人たちは、売り上げもここに書いてある

とおり少ないんですが、旅費とかは、一切、もう

自分で出して行っていらっしゃるんでしょうか。 

○観光・シティセールス課長（橋口浩文）

これにつきましては、二人行かれようが、３人行

かれようが、一人分の旅費、宿泊費実費分の半額

を支援をしているところでございます。だから、

それぞれ事業者さんが負担をしていただいて出店

をしていただいております。 

○委員（帯田裕達）観光物産協会から案内があ

るわけですよね。我々にも旅館業にも、こういう

のがありますからどうでしょうかというのがある

んですが、ぜひ、やっていることは私も認めるし、

いいことだと思いますので、その事業者さんの負

担がかからないように、もう少し検討していただ

きたいと思います。意見要望です。 

○委員（上野一誠）１点だけ、考え方を確認さ

せてください。甑島館の法務局への供託金という

ことで２,０００万円、予算措置というか。これ

は予備費で充当したという説明だけど、この考え

方はどういうふうに理解すればいいのか。 

○観光・スポーツ対策監（坂元安夫）この予

備費の対応につきましては、議会の６月の当委員

会の中でも御説明をさせていただきましたが、ま

ず、仮差しを申し立てる前に公表するということ

になりますと、相手方に知られるということが

１点ございます。それで、それを踏まえて、相手

方がその対応をとるということになりますと、仮

押さえも難しくなるということが、かなり可能性

が高くなるということがございました。そういう

ことで、公表をまず控えておいたということでご

ざいます。 

 それと、公表することで、当然、地域に対する
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影響や観光に対する影響も想定されますので、そ

のようなことから控えたところであります。当然、

予備費からのという部分については、まだその時

点で想定をしてございませんでした。また予算措

置を逆にしてということになりますと、さらに、

この公表という部分で、広く知れ渡る部分で、

我々としては影響があるというふうに踏んでおり

ましたので、予備費のほうで対応させていただい

たところであります。 

○委員（上野一誠）考え方はわかりました。だ

から、この一連の件は、裁判員裁判ということで、

なかなか情報がわかりづらいという部分が、我々

議員各位、思っていると思う。だから、供託金を

法務局に納めたんだよという情報は、内々には聞

いていて、金額が大きいんです。供託金だから、

それはまた返ってくる部分があるのだろうとは思

う ん だ け ど 、 な か な か 見 え づ ら く て 、

２,０００万円というのがそういうふうに処理さ

れたということで、決算として報告をこういう形

で受けるんだけれども、情報が漏洩するという、

当局の考え方からすると、マイナスになるという

解釈であれば、そのことが正しい予算措置という

ふうに言えるのか、言えないのか。我々からすれ

ば、ちゃんとした２,０００万円という大きなお

金なので、しっかりとした形が、予算措置があっ

たほうがわかりやすいなということは思うんだけ

ど、今の当局の考え方がそうだとすれば、裁判に

影響があるということであれば、そういうふうに

理解せえということであれば、理解するけど、見

えないところでいっぱいそういうものが動いてい

るということが、我々から見ると、余り好ましく

ないんじゃないか。もっと透明化するところはし

たほうがいいんじゃないかというのが意見ではあ

るんだけど。 

○観光・スポーツ対策監（坂元安夫）御指摘

の点につきましては、今、そういう係争中でござ

いますので、明らかにこれまでもお知らせしてい

るとおり、そういう状況に応じて、必要な、報告

する部分は報告していきたいということでは、一

貫して、これまでと同様に対応していきたいと思

っております。 

○委員長（石野田 浩）ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（石野田 浩）質疑が尽きたと認め

ます。 

 次に、委員外議員。 

○議員（成川幸太郎）一つだけ。薩摩川内大

使のところで、スポーツ選手は引退されても、元

スポーツ選手ということで、スポーツにかかわっ

ていかれることはあると思うんですけど、柴田美

咲さんは芸能界を引退されたというふうにお聞き

しているんですが、これはこのまま女優として扱

って、委嘱をされていかれるんですか。 

○課長代理（中村年男）大使の件についてお

答えいたします。 

 大使は任期のほうがございまして、任期が切れ

る際に更新をしていただけるかどうかの御判断の

ほうをお送りさせていただいて、その時点での更

新か、退任されるかの判断が出ますので、そこの

期間までは、まだそのままという形をとらせてい

ただいております。 

○議員（成川幸太郎）実際には女優というの

は、もうやめられたということなので、そこら辺

は、女優として存在をするのであれば、そこは任

期途中であっても、柴田さん自身が外に触れるこ

とを、もう拒否したわけだから、それなりに対応

してあげないといけないんじゃないでしょうか。 

○観光・スポーツ対策監（坂元安夫）更新の

期間については、先ほどの説明のとおりでありま

すけれども、実は、この柴田美咲さんについては、

先ほどの更新の時期もございますが、女優業につ

いて、明確に引退されたと、我々としてはまだ把

握ができていないのが実はございまして、そうい

う面から、当然、本人の接触を含めてやっている

わけですけれども、正式な女優引退というのが、

我々としては正確ではないものですから、今のと

ころはまだ大使期間中であるというふうに捉えて

いるところで、今後、御意見の部分については、

十分踏まえながら、対応はとっていきたいという

ふうに考えております。 

○議員（井上勝博）甑島地域宿泊施設整備費補

助金について、甑島館については、そういうこと

でいろいろ説明されたんですが、これは甑島館だ

けのことではなくて、甑島地域の宿泊施設につい

ての補助金ということで、平成３０年の補正予算

で３,２００万円計上されているわけですが、そ

の後、この補助金は活用されているわけですか。 

○観光・シティセールス課長（橋口浩文）
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繰 越 明 許 の と こ ろ で も あ り ま し た け ど 、

９,２００万円を繰越明許していまして、これに

つきましては、１カ所が６,０００万円ぐらいの、

総事業費９,０００万円近く、あと６,０００万円

の事業で部屋数等をふやされたところと、もう

１カ所、３,２００万円の補助金で５,０００万円

近い総事業で部屋をふやされたところとございま

す。先ほど申しましたけど、石原荘のほうが収容

人員をプラス２４人になったりとか、これが

６,０００万円の補助を出しているところです。

あと、親和館のほうが収容人員が４名ふえて

４２名になったというところでございます。この

２カ所があります。 

○委員長（石野田 浩）ほかにありませんね。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（石野田 浩）質疑が尽きたと認め

ます。 

 以上で、観光・シティセールス課の審査を終わ

ります。 

 ここで、休憩いたします。再開をおおむね

１３時といたします。 

         ～～～～～～～～～ 

         午後０時 ５分休憩 

         ～～～～～～～～～ 

         午後０時５９分開議 

         ～～～～～～～～～ 

[下園委員着席] 

○委員長（石野田 浩）休憩前に引き続き、

会を再開いたします。 

まず、下園委員が着席されました。 

────────────── 

△スポーツ課の審査 

○委員長（石野田 浩）次に、スポーツ課の

審査に入ります。まず、決算の概要について対策

監の説明を求めます。 

○観光・スポーツ対策監（坂元安夫）それで

は、スポーツ課の主要施策の成果について概要を

説明申し上げます。 

 決算附属書の１２９ページをお開きください。 

 決算額は９,９４６万２,３４５円でございます。 

 主要施策の成果は、まず、１、スポーツレクリ

エーション活動の充実の（１）スポーツ振興に関

することでは、競技力の向上・普及及び健康ス

ポーツ推進のため、スポーツ推進委員の研修、第

１８回川内川河口マラソン・ウォーキング大会な

どの事業を開催しております。なお、第１４回市

民運動会につきましては、台風接近のため中止と

なったところでございます。 

 （２）スポーツ合宿誘致に関することでは、ス

ポーツ合宿による交流人口の拡大、地域経済の活

性化などに寄与するため、日本バレーボール協会

や実業団、大学等の訪問や、鹿児島スポーツ合宿

セミナーｉｎ関西、福岡への参加など、広く合宿

誘致活動を展開してございます。その結果、全日

本男子、ブラジル女子などのバレー合宿を初め、

デンソー女子、愛知製鋼、八千代工業などの陸上

合宿、韓国体育大学、表示灯フラーテルなどのホ

ッケー合宿など、トップチームの合宿が実施され

たところでございます。主なスポーツ合宿実績は

記載のとおりでございます。 

 次に、１３０ページの２、スポーツレクリエー

ション環境の充実は、総合運動公園総合体育館ト

レーニング室管理運営業務、川内川かわまちづく

り交流拠点施設の設計に伴う地質調査などを行っ

てございます。 

○委員長（石野田 浩）引き続き、当局の補

足説明を求めます。 

○スポーツ課長（花木 隆）まず、歳出につ

い て 御 説 明 申 し 上 げ ま す の で 、 決 算 書 の

１９３ページをお開きください。 

 １０款６項１目保健体育総務費のうち、当課分

は、支出済み額８,２４２万４,３１０円でござい

ます。備考欄で主なものを説明いたします。 

 事項、スポーツ企画総務費の支出済み額は、全

てスポーツ課分で、市主催事業のスポーツ大会な

どにおいてのけがなどに関し、治療を要した場合

に支払う全国市長会市民総合賠償補償保険金が主

なものであります。 

 続きまして、１９５ページ、事項、生涯スポー

ツ事業費の支出済み額は全てスポーツ課分で、ス

ポーツ推進委員９０人の出会報酬、市民運動会を

主管する市体育協会への業務委託ほか３件、全国

スポーツ推進員研究協議会鹿児島大会参加負担金

ほか４件、川内川河口マラソン・ウォーキング大

会を実施する川内川を生かしたスポーツ推進事業

実行委員会への補助金などが主なものであります。 

 次に、事項、スポーツ振興事業費の支出済み額

は、全てスポーツ課分で、オリパラ招聘事業に係
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る負担金ほか５件、市体育協会への運営補助金ほ

か６件、スポーツ振興基金の積立金が主なもので

あります。 

 続きまして、１目保健体育総務費の中で、１節

５０万円以上の不用額についてでありますが、ま

ずは１節報酬において、スポーツ課分は６４万

３,０００円で、事項、生涯スポーツ事業費のス

ポーツ推進委員の研修会に係る委員等報酬の執行

残が主なものであります。 

 続きまして、９節旅費において、スポーツ課分

は８０万３２０円で、事項、スポーツ合宿等誘致

事業費の合宿誘致に係る旅費の執行残が主なもの

であります。 

 続きまして、１９節負担金補助金及び交付金に

は全てスポーツ課分で、事項、スポーツ振興事業

費の薩摩川内市スポーツ振興補助金の執行残、全

国市町村交流レガッタ大会派遣補助金の執行残、

スポーツ合宿支援サポーター制度補助金の精算返

納金が主なものであります。 

 引き続き、決算書の１９５ページ、１０款６項

２目体育施設費のうち、当課分は、支出済み額

１,７０３万８,０３５円であります。備考欄で主

なものを説明いたします。 

 事項、総合運動公園管理費のうち当課分は、総

合運動公園総合体育館のトレーニング室の管理運

営業務委託料及び備品購入２件分が主なものであ

ります。 

 次に、事項、スポーツ施設管理費のうち、当課

分は、川内川かわまちづくり交流拠点施設新築工

事地質調査業務委託及び県Ｂ＆Ｇ地域海洋セン

ター連絡協議会負担金や県体育施設協会負担金な

ど２件の負担金が主なものであります。 

 続きまして、２目体育施設費の中で１節５０万

円以上の不用額についてでありますが、１３節委

託料において、川内川かわまちづくり交流拠点施

設新築工事に係る設計業務委託料のうち、

１,３３９万２,０００円を翌年度へ繰り越し、地

質調査業務委託に係る執行残が不用額となりまし

た。 

 続きまして、歳入について御説明いたします。

なお、歳入に関しましては、全てにおいて収入未

済はございません。 

 決算書の２５ページをお開きください。 

 １４款１項７目５節保健体育使用料のうち当課

分は、収入済み額４６９万５,１４０円でありま

す。備考欄で説明いたします。総合体育館トレー

ニング室の使用料であります。 

 次に、決算書の５３ページをお開きください。 

 １７款１項２目１節利子および配当金のうち当

課分は、スポーツ振興基金利子収入であります。 

 次に、決算書の５５ページをお開きください。 

 １８款１項８目１節教育費寄附金のうち当課分

は、亜細亜大学硬式野球部からスポーツ振興に資

することを目的になされた寄附をスポーツ振興基

金に積み立てるものであります。 

 次に、決算書の５７ページをお開きください。 

 １９款１項２７目１節スポーツ振興基金繰入金

は、派遣助成の実績に応じてスポーツ振興基金を

取り崩し、繰り入れるものであります。 

 次に、決算書の６９ページをお開きください。 

 ２１款５項４目１節雑入のうち、当課分の主な

ものは、全国市長会市民総合賠償補償保険金であ

ります。 

 続きまして、財産に関する調書のうち、基金の

運用状況について御説明いたしますので、決算書

の３６８ページをお開きください。 

 スポーツ課分は下から３行目のスポーツ振興基

金であり、決算年度中、増減高はマイナス

９７８万４,０００円であり、年度末現在高は

１億４,３０３万６,０００円であります。 

○委員長（石野田 浩）ただいま当局の説明

がありましたが、これより質疑に入ります。御質

疑願います。 

○委員（帯田裕達）ちょっと教えてください。

合宿誘致の実績で、例えば、ブラジルの女子バ

レーとか、韓国のホッケーチームが合宿をなさっ

ているんですが、スポーツ交流センターを使った

り、体育館を使ったりなさっているんですが、そ

の誘致の窓口とか外国の人とは、直接、誘致をや

っているのか。どこか窓口があって、そこから紹

介してもらうとか、その辺はどのような対策にな

っているんですか。 

○スポーツ課長（花木 隆）まず、ブラジル

女子バレーボールチームでありますが、これにつ

きましては、オリパラの事前キャンプを見越して、

本市のスポーツ大使であります眞鍋政義さん、あ

と、その眞鍋政義さんから紹介を受けたエージェ

ントのブラジルの日系三世のエージェントの方が
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本市の代理人。あと一人、植田監督が男子バレー

チームをされていたときのマネージャーの井上さ

ん、こういう方々の紹介をいただいて、その方々

のネットワークを使って招へい活動を展開してお

ります。 

 あと、先ほどの韓国体育大学、あと金海市役所

のホッケー、これにつきましては、表示灯フラー

テルホッケーチームの監督さんが韓国のもとナシ

ョナルチームにいらっしゃった方で、その方のネ

ットワークで薩摩川内市で表示灯フラーテルが合

宿をするので、一緒にしませんかという紹介を受

けてきたところでございます。 

○委員長（石野田 浩）ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（石野田 浩）質疑が尽きたと認め

ます。次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

○議員（成川幸太郎）補助金のところで、ス

ポーツコミッション事業補助金というのがあるん

ですが、今回、いろんな事業をやられていて、薩

摩川内スポーツコミッションというのを僕は知ら

なかったんですけど、これはいつできて、どうい

う形の活動をしている組織なんでしょうか。 

○スポーツ課長（花木 隆）スポーツコミッ

ションにつきましては、本市のスポーツ資源を有

効に活用しながら、スポーツ合宿イベントの誘致

と受け入れ時の調整を一元的に行って、本市の更

なるスポーツ振興及び経済活性化を図ることを目

的に、平成２９年３月に立ち上げられた組織でご

ざいまして、まず、構成としましては、市の体育

協会、あと川内スポーツクラブ０１、市のスポー

ツ推進委員協議会、市民まちづくり公社、薩摩川

内市ホテル旅館組合、市比野・入来・祁答院・東

郷ホテル旅館組合、県タクシー協会、あとバス協

会、県飲食業生活衛生協同組合、観光物産協会、

市の商工会議所、県の地域振興局、市等が入って

１３団体１３人で構成されて、幅広く民間の方々

の力もかりながら、スポーツ合宿の展開を図ると

いうことで組織された組織でございます。 

○議員（成川幸太郎）わかりました。やられ

ているんですけれども、この団体は市の直轄団体

と思っても良いんじゃないかなと思って。市の補

助金だけで運営がなされていて、いろんな報償費

が７００万円出たり、旅費が２６０万円使われた

りしているんですが、この加盟されている団体が

出資をされるということはないんでしょうか。こ

ういった内容については、市としてはどこまで関

知をされているんでしょうか。 

○スポーツ課長（花木 隆）このスポーツコ

ミッションの運営につきましては、確かに、市の

財源で全て、今、動かしているところでございま

す。ただ、あくまでも市の施設の管理者というの

は市なので、市が入ってスポーツ合宿の誘致とい

うのはしないといけないんですが、その中で、幅

広くネットワークを使いながら、いろんな各種体

育協会であったりとか、あるいは飲食業協同組合

であったりとか、そういうネットワークを使いな

がら、幅広く合宿活動を展開しているところでご

ざいます。 

○委員長（石野田 浩）ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（石野田 浩）質疑が尽きたと認め

ます。 

 以上で、スポーツ課の審査を終わります。 

────────────── 

△国体推進課の審査 

○委員長（石野田 浩）次に、国体推進課の

審査に入ります。まず、決算の概要について対策

監の説明を求めます。 

○観光・スポーツ対策監（坂元安夫）それで

は、国体推進課の主要施策の成果について、概要

を説明申し上げます。 

 決算附属書の１３１ページをお開きください。 

 決算額は２,２５５万６,２７６円でございます。 

 主要施策の成果は、まず、１、燃ゆる感動鹿児

島国体の開催に係る経費につきましては、

２０２０年度鹿児島国体５競技の開催に向けまし

て、市実行委員会の運営、関係団体との協議、先

催県調査視察などを行うとともに、国体開催の機

運の醸成や周知活動などに取り組み、開催準備を

進めたところでございます。 

 次に、１３２ページの２、令和元年度全国高等

学校総合体育大会の開催準備に係る経費につきま

しては、バスケットボール競技開催に向けまして、

市実行委員会を設立し、関係団体との協議や愛知

県総体の調査や視察などを行い、開催準備を進め

たところでございます。 

○委員長（石野田 浩）引き続き、当局の補

足説明を求めます。 
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○国体推進課長（田中英人）それでは、国体

推進課の決算状況につきまして御説明申し上げま

すので、決算書の１９５ページをお開きください。 

 １目保健体育総務費の当課分は、決算額

２,２５５万６,２７６円であります。備考欄の事

項、国民体育大会準備事業費は嘱託員１名の報酬、

社会保険料、第７３回国民体育大会福井大会にお

ける競技施設の配置状況や協議会運営状況、おも

てなし状況等を把握するため、本市開催５競技の

視察及び茨城国体リハーサル大会の視察を行い、

本年度に開催されますリハーサル大会に向けた準

備を行ったものでございます。 

 また、福井国体終了後の事業概要説明会及び県

実行委員会、関係競技団体との連絡調整に要した

経費、国体スポーツフェスタなど、主要イベント

を初め、ラッピングバス装飾、花いっぱい運動、

国体応援図画コンクールなど、国体開催周知活動

を行った経費であります。 

 続きまして、令和元年度全国高等学校総合体育

大会の開催準備に係る事業といたしまして、市実

行委員会の総会、県実行委員会や競技団体、共同

開催市のいちき串木野市との調整・協議、県実行

委員会による各種調査等の協力実施、懸垂幕、横

断幕、のぼり旗等を初め、高校総体準備事業を行

ったところであります。 

 負担金につきましては、国体市実行委員会、高

校総体市実行委員会へ交付した負担金であります。

負担金の主なものといたしましては、国体に関し

ましては、実行委員会等の福井国体実行委員の国

体調査視察に係る旅費や、広報啓発活動として

ホームページ開設に係る経費、国体スポーツフェ

スタを初めとしたイベント開催に係る経費、ＰＲ

グッズ等の制作に係る経費などが主なものでござ

います。 

 また、高校総体に関しましては、東海高校総体

調査視察に係る経費、懸垂幕、のぼり旗、ＰＲグ

ッズ等に係る経費でございます。 

 委託料につきましては、燃ゆる感動鹿児島国体

と、薩摩川内市開催競技会場等設計業務委託

２７０万円の１件であります。 

 なお、５０万円を超える流用及び不用額につき

ましてはありません。 

 また、当課の歳入はございません。 

○委員長（石野田 浩）ただいま当局の説明

がありましたが、これより質疑に入ります。御質

疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（石野田 浩）質疑がないと認めま

す。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

○議員（成川幸太郎）昨年度の取り組みにつ

いて、花いっぱい運動が平成３０年６月からされ

たということでありますが、具体的に、どこでど

ういうふうな形で取り組まれたんですか。 

○国体推進課長（田中英人）昨年度、市内の

小中学校及び地域地区コミュニティ協議会のほう

にプランターと花のセットをしてもらいまして、

栽培・管理をしていただいたところでございます。

ただ、昨年度は暑い日も続きまして、なかなか育

成には皆さん手間取ったという報告もいただいて

おるところでございます。これにつきましては、

今年度も継続して行っているところでございます。

ちなみに、９月に行われましたホッケーのリハー

サル大会があったんですが、その花を飾らせてい

ただいたところでございます。 

○議員（成川幸太郎）太陽国体のときに、鹿

児島県は県を挙げてカンナの花をやられて、いろ

んなところで見かけたんですけれども、今回、や

られるんなら、特に今はリハーサル大会ですけど、

来年の本大会に向けて、この花いっぱい運動が薩

摩川内市特有のような動きにするためにはどんな

ことを考えていますか。 

○国体推進課長（田中英人）実行委員会の中

に花いっぱいまちづくり推進協議会の方々も入っ

ておりますので、そことも調整をしながら、市民

一丸となって、小中学校及び地区コミュニティ協

議会のほうもできるような形でしたいと思ってい

ます。 

 花につきましては、マリーゴールド、サルビア、

日日草、千日草の４品を花として考えているとこ

ろですが、その中でも国体の本大会に耐え得るの

を、また選抜していくことも検討していきたいと

考えているところでございます。 

○委員長（石野田 浩）ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（石野田 浩）質疑が尽きたと認め

ます。 

 以上で、議案第１０５号決算の認定について、
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平成３０年度薩摩川内市一般会計歳入歳出決算の

うち、本委員会付託分について質疑が全て終了し

ましたので、これより討論、採決を行います。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（石野田 浩）討論はないと認めま

す。 

 これより採決を行います。 

 本決算を認定すべきものと認めることに御異議

ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（石野田 浩）御異議なしと認めま

す。よって、本決算は認定すべきものと決定いた

しました。 

 以上で、国体推進課を終わります。 

────────────── 

△委員会報告の取り扱い 

○委員長（石野田 浩）以上で日程の全てを

終わりましたが、委員会報告書のとりまとめにつ

いては、委員長に一任いただくことに御異議あり

ませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（石野田 浩）御異議なしと認めま

す。よってそのように取り扱います。 

 ここで、休憩いたします。 

         ～～～～～～～～～ 

         午後１時２２分休憩 

         ～～～～～～～～～ 

         午後１時２６分開議 

         ～～～～～～～～～ 

○委員長（石野田 浩）それでは、休憩前に

引き続き、会議を開きます。 

────────────── 

△閉会中の委員派遣の取り扱い 

○委員長（石野田 浩）それでは閉会中の委

員派遣についてお諮りします。先ほど協議しまし

たとおり、今後、コンベンション施設関係等、閉

会中に現地視察することとし、視察先については、

今後、調整を進めていくこととしたいと思います。

また、１０月３０日から１１月１日まで行政視察

を実施します。ついては、委員派遣手続について

は委員長に一任いただきたいと思いますが、その

ように取り扱うことで御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（石野田 浩）御異議なしと認めま

す。よって、そのように決定しました。 

それでは、詳細が決まりましたら改めてお知

らせします。 

────────────── 

△閉  会 

○委員長（石野田 浩）以上で、産業建設委

員会を閉会いたします。 
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